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ＩＢの使命
IB mission statement



この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。

3

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習

者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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A8.1　ＩＢアセスメントセンターからの送付物

A8.1.1　課題論文のカバーシート
学校から試験官宛てに課題論文を送付する際に、紙に印刷したものを送付する従来の方

法から、電子形式でアップロードする方法に移行するためのシステムの開発作業が遅れて

います。新システムが 2015 年度の試験セッションのいずれか、または両方で利用が開始

される場合は、ＩＢインフォメーションシステム（ＩＢＩＳ）で発表します。利用が開始

されるまでの間、学校は引き続き、課題論文のカバーシートを使用してください。カバー

シートを使用する場合は、2015 年５月の試験セッション用を 2014 年 11 月から 12 月にか

けて、また 2015 年 11 月の試験セッション用を 2015 年５月に送付します。各校に送付さ

れるカバーシートの部数は、それぞれ 11 月 15 日（５月試験）および５月 15 日（11 月試

験）の第１回登録締切日の翌日時点での各校の国際バカロレア資
ディプロマ

格（ＩＢ資格）取得志願

者数に基づいて決定されます。

A8.1.2　試験資材
筆記試験の３カ月前にあたる２月および８月に、試験資材のパッケージが各校宛てに発

送されます。送付部数は、１月 15 日および７月 15 日の第２回登録締切日の翌日時点での

各校の志願者数に基づいています。コーディネーターは、３月中および９月中には試験資

材を受け取るものと考えてください。各校の要件に従って、以下のものが試験資材として

送付されます。

•	封筒

•	解答用紙

•	グラフ用紙・方眼紙

•	紐つきタグ

•	ポスター

試験資材のパッケージには、５月および 11 月の試験セッションで必要となる音楽

ＣＤ、記名済みの試験のカバーシートおよび選択式問題の解答用紙（マークシート式解答

用紙）は含まれていません。これらは試験問題と併せて４月および 10 月に学校に送付さ

れます。

A8　評価の手順
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選択式問題の解答用紙の送付用封筒

本ハンドブックの執筆時現在で、ＩＢは、選択式問題の解答用紙の処理方法を見直し

ています。解答用紙の送付用封筒と送付先に関するコーディネーターへのお知らせは、

ＩＢＩＳで発表します。

外部評価用学習成果物の送付用封筒

この封筒には、送付先の表書きが記載されていません。この封筒は基本的に、試験答案

をスキャンセンターに送るためのものですが、志願者の学習成果物（課題論文など）を試

験官に送付する目的で使うこともできます。以下の点に注意してください。

•	可能な限り、封筒１通につき答案を最低 20 部入れてください。ただし、当該試験

の受験者が 20 人に達しない場合は、この限りではありません。

•	試験の最初のカバーシートが封筒裏側の窓から見えるように入れてください。こ

れにより、ＱＲコードを封筒の窓からスキャンできるようになります。

•	各封筒の裏側にある四角の枠内に、同封した答案の部数を記入してください。

解答用紙

解答用紙は、５月と 11 月の試験でのみ使用するものです。他の目的で使用することは

できません。例えば、言語の科目の記述課題（written assignment）や記述タスク（written 

task）、校内で行う模擬試験や練習問題などで使用してはなりません。また、解答用紙

（とグラフ用紙）は、必ず厳重に保管し、５月と 11 月のＩＢの試験に際してのみ志願者に

使用を許可します。

現時点で解答用紙には以下の３種類が存在しますが、今後改訂される可能性があります。

•	全８ページの冊子

•	全４ページの冊子（左から右への横書き）

•	全４ページの冊子（右から左への横書き、アラビア語、ディベヒ語、ヘブライ語、

ウルドゥ語などの言語用）

志願者は受験前に、解答用紙に設問番号を記入する方法に慣れておくようにしてくだ	

さい。

グラフ用紙・方眼紙

グラフ用紙や方眼紙は、５月と 11 月の試験でのみ使用するものです。他の目的で使用

することはできません。例えば、校内で行う模擬試験や練習問題などで使用してはなりま

せん。また、解答用紙（とグラフ用紙）は、必ず厳重に保管し、５月と 11 月のＩＢの試

験に際してのみ志願者に使用を許可します。
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紐つきタグ

紐つきタグは、志願者が自分の試験用紙のカバーシート（青色）を答案に留めるために

使用します。試験によっては、カバーシートのほかに以下のものが「答案」に含まれる場

合があります。

•	解答欄のついた試験問題（出願者が解答を書き込むタイプの試験問題）。これは

「書き込み式」（write-on）試験問題と呼ばれることもあります。

•	１冊または複数冊の解答用紙

•	グラフ用紙・方眼紙

ポスター

５月および 11 月の試験のポスターには、以下の２種類があります。

•	「Conduct of the Examinations: notice to candidates( 試験実施要綱：国際バカロレア資格取

得志願者への注意事項 )」

•	「Conduct of the Examinations: unauthorized material( 試験実施要綱：持込禁止物 )」

これらのポスターは、試験期間前および試験期間中に、目立つ場所（できれば試験会場

となる教室の外）に掲示してください。

A8.1.3　�「言語Ａ：文学」（ＳＬ）の「学校のサポートの下で
行われる自己学習」コースの口述試験

筆記試験の約２カ月前にあたる３月および９月に、「言語Ａ：文学」（ＳＬ）の「学校の

サポートの下で行われる自己学習（self-taught）」コースの口述試験（oral examination）の

試験資材のパッケージが届きます。これは、自己学習コースの履修生が使用するもので、

「パート２：精読学習」と「パート４：自由選択」に基づく口述試験の資材です。教室で

のクラスを受講している生徒が受ける内部評価用の評
コンポーネント

価要素に代わるものです。この代替

口述試験では、「セクション１」（「個人口述コメンタリー」）のジャンルが指定されてい

て、志願者は、そのジャンルに関する５つの質問の中から２つを選択します。

A8.1.4　試験問題
筆記試験の１カ月前にあたる４月および 10 月に、筆記試験で必要となる問題用紙とカ

バーシートなどの他の資材を含んだパッケージが宅配便で配達されます。このパッケー

ジを受け取っても、問題用紙が入った厳封されている包みは開封しないでください。科

目名、レベル、問題用紙と解答用紙の言語は、包みの窓から確認できます。問題用紙の

チェックリスト（ＩＢＩＳで入手可能）を使用して、正しい問題用紙であること、登録さ

れた志願者数に十分な部数が入っていることを確認します。問題用紙は、包み１個につき

５部入っています。
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以下の問題用紙の包みには、他の試験資材も同封されています。

•	すべての言語の「言語Ｂ」および「初級外国語」（ab initio）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」問題用

紙――問題文冊子５部

•	「グローバル社会の情報技術」（ＩＴＧＳ）（ＨＬおよびＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題２」問題

用紙――記事冊子５部

•	「環境システムと社会」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題２」問題用紙――資料集冊子５部

•	「音楽」（ＨＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」および「音楽」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」問題用紙

――楽譜５部

•	「美術史」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」問題用紙――資料集冊子５部

•	「古代ギリシャ・ローマ学」（ＳＬ）の「試験問題１」問題用紙――文献５部

•	「平和紛争解決学」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」問題用紙――文献５部

•	「20世紀トルコ」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」問題用紙――文献５部

•	「グローバル政治」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題１」問題用紙――文献５部

また、以下の試験資材は、試験問題とは別に同封されています。

•	「地理」（ＨＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題２」および「地理」（ＳＬ）の「試
ペ ー パ ー

験問題２」問題用

紙――資料集冊子５部

「音楽」の「試
ペ ー パ ー

験問題１」（聞き取り試験）のためのＣＤは、試験開始時まで厳封された

包みから出してはなりません。

問題用紙の包みを確認した後、その包みと他の機密資材を校内の厳重な保管場所で管理

してください。金庫や、試験問題を保管するための専用室を使用することが望まれます。

金庫や保管室には常に鍵をかけて立ち入りを厳しく制限し、コーディネーターが鍵の所有

者全員を把握するようにしてください。

宅配便のパッケージを確認して試験資材を厳重な保管場所に置いたら、ＩＢＩＳの

「Reply form: arrival of examination papers（返信フォーム：問題用紙の受領確認）」に記入して

送信してください〔フォームには「Subject（科目）」のタブで「Examination Papers（問題

用紙）」を選択するとアクセスできます〕。このフォームで以下の該当するものを報告して

ください。

•	問題用紙の不足

•	問題用紙のカバーシートや選択式問題の解答用紙の不足

•	破損や改ざんの証
エビデンス

拠（封が開けられていた場合は、問題用紙を取り出したり見た

りせず、そのまま再度封をしてください）

•	宅配便の配達や配達に関連する諸経費についての問題点

志願者が１月 15日（５月試験の場合）または７月 15日（11 月試験の場合）よりも後

に登録した場合は、上記の最初の２つのオプションについて「Yes」を選択しないでくださ

い。その志願者のためのカバーシートと問題用紙は、試験開始直前に別便で配達されます。

上記のオプションのいずれか１つにでも「Yes」が選択され、関連するコメントが記入さ

れると、そのフォームはＩＢの対応が必要であるものとして認識されます。問題が解決さ
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れれば、学校にメールが自動送信され、ＩＢＩＳを通じて更新されたフォームにアクセス

できる旨が通知されます。返信フォームに記載された問題点を処理して解決するために、

コーディネーターが詳細や説明を追加するよう求められる場合があります。また、配達に

関連する諸経費が発生した場合は、返信フォームにその旨を記入して、ＩＢの学校支援サ

イト「ＩＢアンサー」宛てに請求書や領収書のコピーをメールで送信してください。

ＩＢアセスメントセンターは、当該試験セッションの登録志願者がいる学校すべてから

返信フォームを受信し、問題用紙がすべて受領されたことを確認します。返信フォーム

は、試験資材に関する問題点の報告には使用しないでください（資材に関する問題点は、

ＩＢアンサーに報告してください）。

試験実施の直前まで、問題用紙を厳重に管理された保管場所から取り出さないでくださ

い。火事、盗難、不正アクセス、その他の状況などによって試験問題の機密性が損なわれ

た（またはその可能性がある）場合は、直ちにＩＢアンサーに連絡してください。試験実

施前に試験問題やその内容を開示することは、いかなる相手であっても固く禁じられてい

ます。これには、コーディネーターも含まれます。

試験用カバーシート

１月 15日または７月 15 日までに登録した志願者には、各試験ごとに個人名が記載され

た青色の試験用カバーシートが用意されます（ただし選択式の問題用紙は例外で、これに

ついては後述します）。カバーシートには、志願者の名前のほか、科目、レベル、試験問

題が記載されます。すべての志願者に正しいカバーシートを配布する必要があります。

１月 15 日または７月 15 日以降に登録した志願者には、個人名の記載されたカバー

シートはたいていの場合、問題用紙のパッケージには同封されません。これらの志願者向

けのカバーシートは、登録変更がＩＢＩＳを通じて受理され次第、メールの添付ファイル

としてコーディネーターに送信されます。緊急時は、ＩＢＩＳのライブラリーセクション

に収載されている無記名のカバーシートを印刷して試験で使用できます。

各校宛ての試験用カバーシートは、試験のスケジュールと同じ順序で同封されていま

す。ビニールのカバーを外して、上記の返信フォームを送信する前に正しいカバーシート

かどうかを確認してください。

志願者には、試験開始時に必ず各自のカバーシートを配布してください。そして志願者

は、印刷された自分の情報が正しいことを確認して、試験終了時に、解答したセクショ

ン、オプション、質問を記入のうえ、使用した解答用紙の部数を記入する必要がありま

す。これらの説明は、カバーシートの表面に記載されています。志願者が試験を欠席した

場合は、「欠席」の欄に×マークを入れてください。

カバーシートは紐つきタグを使って解答用紙に添付し、さらにグラフ用紙がある場合は

それも添付します。これは試験の終了時に行ってください。
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選択式問題の記名済みの解答用紙

１月 15 日または７月 15 日までに登録し、かつ「理科」（グループ４）の科目で選択式

問題の「試
ペ ー パ ー

験問題１」を受験する志願者には、試験用紙のパッケージに志願者の名前が記

載された黄色の解答用紙が同封されています。青色のカバーシートと同様、これらには、

志願者の名前、試験セッション番号、その他の詳細があらかじめ印刷されています。

１月 15 日または７月 15 日以降に登録した志願者には、名前の記載された解答用紙

はたいていの場合、試験問題のパッケージには同封されません。これらの志願者は、

ＩＢＩＳのライブラリーセクションにある無記名の選択式問題用の解答用紙を使用してく

ださい。ＩＢは、志願者の名前が記載された選択式問題用の解答用紙をメールで送信する

ことはできません。

各校宛ての選択式問題の解答用紙は、試験のスケジュールと同じ順序で同封されていま

す。ビニールのカバーを外して、返信フォームを送信する前に正しい解答用紙かどうかを

確認してください。

志願者には、必ず正しい解答用紙を配布してください。試験終了時の指示は、記名済み

の解答用紙の場合は表面、無記名の解答用紙の場合は裏面に記載されています。志願者

が試験を欠席した場合は、「欠席」の欄に×マークを入れてください。遅れて登録した志

願者が欠席した場合も（記名済みの解答用紙はありませんが）、無記名の解答用紙の「欠

席」の欄に×マークを入れてください。

志願者は、選択式問題では不正解をしても減点にならないことを知っておくようにして

ください。

ＩＢディプロマプログラム試験の実施

ＩＢ資料（英語版）『The conduct of IB Diploma Programme examination（ＩＢディプロマプロ

グラム試験実施要綱）』の冊子または関連セクションのコピーを、各試験の試験監督者に提

供する必要があります。試験実施日よりも前に十分な余裕をもってこのハンドブックを読

み、試験資材がすべて揃っているようにしなければなりません。本ハンドブックに記載さ

れた情報を志願者に事前に伝え、志願者が各試験に必要な正しい用具を持参するよう確認

するのは、各学校の責任です。ハンドブックはＩＢＩＳのライブラリーセクションで入手

できます。
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A8　評価の手順

A8.2.1　書式
試験官の採点作業の負担を軽減するため、志願者がアップロード用の学習成果物を作成

する際は、ダブルスペースの書式を用いることが強く推奨されます。これにより、提出さ

れた学習成果物を読む作業が容易になります。コーディネーターは、各科目の教師にこの

ことを伝え、教師は志願者に、ＩＢの学習成果物をワードプロセッサーで作成する際は

10 ポイント以上のフォントサイズを使用して、行間はダブルスペースとするのが自分の

ためにも有利だと指導するようにしてください。

A8.2.2　提出期限
ＩＢアセスメントセンターは、第２回登録締切後、直ちに試験官を学校に割りあてま

す。このため、志願者の変更や追加は、この日までに行うことが重要です。ただし、「知

の理論」（ＴＯＫ）の所定課題エッセイ（ＴＯＫエッセイ）や試験答案の大半などの特定

の評
コンポーネント

価要素については、コーディネーターが試験官に直接郵送で志願者の学習成果物を送

付することはなくなりました。

志願者の学習成果物の提出に関する詳細は、採点のため〔内部評価の場合はモデレー

ション（評価の適正化）のため〕にいつまでに試験官の手元に届かなければならないかに

よって、何回かに分けて発表されます。ただし、2014 年５月以降は、事実上、すべての

試験答案がスキャンセンターに送られるようになり、試験官に直接送付されることはなく

なります。試験答案以外の評
コンポーネント

価要素では、紙に印刷したものではなく電子形式でアップ

ロードするよう求められることが増えています。最新のアップロード状況については、定

期的な更新情報がＩＢＩＳに新着情報として表示され、コーディネーターが確認できるよ

うになっています。

２月 20日および８月 20日
以下の提出に関する詳細が、ＩＢＩＳで発表されます。

•	「課題論文」（ＥＥ）

•	「言語Ａ：言語と文学」の記述タスク（written task）

•	「言語Ａ：文学」の記述課題（written assignment）

•	「文学とパフォーマンス」の記述コースワーク（written coursework）

A8.2　評価用学習成果物の提出
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３月 15日および９月 15日
以下の提出に関する要件が、ＩＢＩＳで発表されます。

•	「演劇」（すべての評
コンポーネント

価要素）

•	「音楽」の音楽的関連性研究（music links investigation）

•	「映画」の個人研究（independent study）

•	「映画」のプレゼンテーション

•	内部評価〔「学校独自シラバス」（ＳＢＳ：school-based syllabus）科目を含む〕

４月 15日および 10月 15 日
試験の答案の提出に関する詳細が、ＩＢＩＳで発表されます。
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A8　評価の手順

A8.3.1　試験官またはモデレーターへの送付

連絡先の確認

ＩＢアセスメントセンターがいったん学校に割りあてた試験官を変更しなければならな

くなる場合があります。また、試験官の住所が変わる場合もあります。この種の変更は、

試験官が病気のため辞退せざるを得なくなるなど、ＩＢのコントロールの及ばない要因で

起こる事態に対応するため常に必要となります。したがって、評価用学習成果物を郵送す

る直前に、試験官の名前と住所をＩＢＩＳで必ず確認してください。変更が必要になった

場合は、通常、ＩＢアセスメントセンターがコーディネーターにメールで連絡します。

試験官の連絡先

試験官の通知には、各試験官の電話番号が記載されています。ただし、電話番号はあく

までもパッケージを配達する宅配業者が必要とする場合のためで、他の目的では使用しま

せん。試験官の名前や連絡先は、教師、志願者、その保護者には教えないでください。こ

れは秘密情報です。宛て先の住所として郵便局の私書箱を使用している試験官もいます

が、宅配業者は通常、受取人の電話番号が記載されていれば郵便局止めの荷物を配達しま

す。郵便局の私書箱を使用している試験官にパッケージを送付する際は、事前に宅配業者

に配達が可能かどうかを確認するのが賢明です。宅配業者が郵便局止めの配達を取り扱っ

ていない場合は、ＩＢの学校支援サイト「ＩＢアンサー」にメールで連絡して指示を仰い

でください。

送付物

同じ評
コンポーネント

価要素の評価用学習成果物はすべて、１つのパッケージにまとめて同日に試験官

に送付しなければなりません。２つの異なる評
コンポーネント

価要素の評価用学習成果物を同じ試験官に

送る場合は、たとえ宅配業者を使用する場合でも、分けて送付しなければなりません。こ

れは、同一志願者の２つの評
コンポーネント

価要素の学習成果物が送付の途中に紛失するリスクを軽減す

るためです。

ある志願者が評価用学習成果物を期限までに提出せず、他の志願者の学習成果物と一緒

に試験官に送付できなかった場合は、その志願者の学習成果物は送付してはなりません。

考慮すべき特別な状況がなかったのでない限り、その志願者のこの評
コンポーネント

価要素における評価

は「Ｆ」となり、その科目には成績が付与されません。

A8.3　評価用学習成果物の郵送
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送付物には、志願者の学習成果物と指定された提出書類以外の手紙や書面はいっさい同

封しないでください。１人または複数の志願者に影響する特別な状況があった場合は、書

式「Candidates affected by adverse circumstances（特別な事情により影響を受けた志願者）」を用

いてＩＢアセスメントセンターに直接報告してください。

発送証明

パッケージを試験官やモデレーターに送付する際は、日付の入った発送証明を各パッ

ケージごとに取得しておくことが重要です。パッケージが送付の途中に紛失した場合は、

発送証明とそのパッケージに含まれていた（または含まれていなかった）志願者のリスト

を提出するよう、ＩＢアセスメントセンターから求められます。この情報が提出されない

限り、その志願者は当該科目、当該レベルについて採点の対象外となる場合があります。

A8.3.2　スキャンセンターへの送付

送付物

各校にはたいていの場合、１カ所のスキャンセンターの住所のみが通知されます。この

ため、複数の試験の答案をすべて一括して送付するのが適切と思えるかもしれませんが、

実際にはまとめて送付すれば宅配業者がパッケージを紛失した場合の志願者の成績に与え

る影響のリスクが高まります。このため、コーディネーターは複数の封筒に分けて送付す

べきかどうかを必ず検討しなければなりません。

送付物には、志願者の解答のカバーシートと答案以外の手紙や書面はいっさい同封し

ないでください。１人または複数の志願者に影響する特別な状況があった場合は、書式

「Candidates affected by adverse circumstances（特別な事情により影響を受けた志願者）」を用いて

ＩＢアセスメントセンターに直接報告してください。

封筒の記入方法

解答のカバーシートが封筒裏側の窓から見えるように入れてください。可能であれば、

封筒１通につき答案を最低 20 部入れてください。ただし、当該試験の受験者が 20 人に達

しない場合は、この限りではありません。

志願者の答案をＩＢから提供された封筒に入れた後、同封した答案の部数を封筒裏側に

記入してください。このための記入枠が設けられています。封筒を開ける前から封筒に

入っている答案の部数がわかれば、答案の分類や処理の作業効率が高まります。
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発送証明

パッケージをスキャンセンターに送付する際は、日付の入った発送証明を各パッケージ

ごとに取得しておくことが重要です。パッケージが送付の途中に紛失した場合は、発送証

明とそのパッケージに含まれていた（または含まれていなかった）志願者のリストを提出

するよう、ＩＢアセスメントセンターから求められます。この情報が提出されない限り、

その志願者は当該科目、当該レベルについて採点の対象外となる場合があります。

A8.3.3　チェックリストと確認事項

送付に際しての留意点

•	できる限り宅配便を使用します。特に外国への送付に際しては宅配便を使用して

ください。トラッキングが可能で、かつ迅速な送付手段を使用しなければなりま

せん。

•	「着払い」に相当する送付手段は使用しないでください。試験官やスキャンセン

ターが送料を支払うことはありません。評価用学習成果物は学校に返送されます。

•	税関にパッケージの価額を申告する必要がある場合は、ごくわずかな金額（１ド

ル相当など）を記入し、受取人に関税がかからないようにします。

•	志願者の学習成果物と、必要に応じて記入した提出書類やカバーシートのみを同

封します。

•	締切前に到着するよう発送します。また、試験の答案は試験後 24 時間以内に発送

します。

•	同じ宛て先に同一科目の複数の評
コンポーネント

価要素を送付する際は、送付の途中に紛失した

場合のリスクを減らすため、別のパッケージに分けて送付してください。

•	発送証明を取得し、各パッケージにどの志願者の学習成果物が含まれていたかの

記録を保管します。

試験官へ直接送付する際の留意点

•	志願者の学習成果物を発送する前に、試験官やその住所が変更されていないかど

うかをＩＢＩＳで確認します。

•	試験官が郵便局の私書箱を使用している場合は、宅配業者に連絡して配達が可能

かどうかを確認します。
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スキャンセンターへ送付する際の留意点

•	ＩＢがスキャンセンターへの送付用に提供した封筒を使用します。

•	試験の志願者が 20 人以上いる場合は、各封筒に答案を最低 20 部入れてください。

•	封筒の裏側に、同封した答案の部数を記入します。このための記入枠が設けられ

ています。

•	１つの封筒には、１つの評
コンポーネント

価要素の答案のみを入れます。例えば、「試
ペ ー パ ー

験問題１」

と「試
ペ ー パ ー

験問題２」の答案を同じ封筒に混ぜて入れないようにしてください。ただ

し、同じ試験の異なる言語の答案（例えば、「試
ペ ー パ ー

験問題１」の英語とフランス語の

答案など）を同じ封筒に入れることは認められます。

•	答案の最初のカバーシートが封筒裏側の窓から見えるように入れてください。こ

れにより、スキャンセンターがＱＲコードを封筒の窓からスキャンして、封筒の

内容物を即座に把握できるようになります。
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A8　評価の手順

試験問題の質に関するコメントをＩＢに提出するよう、教師に奨励してください。コ

メントはすべて、該当する成績授与会議（grade award meeting）の際に慎重に検討されま

す。また、将来の試験問題の作成にあたって貴重な情報となります。コメントは、試験実

施日から 28 日以内にオンラインの質問票を使って提出します。この質問票は、試験期間

中、オンラインカリキュラムセンター（ＯＣＣ）で入手できます。ＩＢが教師のコメント

に対して個別に回答することはできません。ただし、教師のコメントに対する全般的な回

答は、当該試験セッションの科目レポートに掲載されます。

A8.4　試験についての教師からのフィードバック
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A8.5　外部評価

志願者の学習成果物を「外部評価」（external assessment）するとは、志願者の科目担当

教師ではなく、ＩＢが指名した試験官が評価することを指します〔科目担当教師による評

価は「内部評価」（internal assessment）と呼ばれます〕。

A8.5.1　試験以外の評価要素
外部評価される評

コンポーネント

価要素は、志願者の試験の答案と選択式問題の解答用紙だけではあり

ません。以下の表は、試験官への送付かアップロードが必要となる試験以外の評
コンポーネント

価要素の

学習成果物と、その提出締切日を示しています。提出方法も記載されていますが、これは

変更される場合があります（変更される場合は、ＩＢＩＳで発表されます）。

科目・評価要素 提出方法 最終締切日

課題論文 試験官へ送付 ３月 15 日・９月 15 日

「知の理論」の所定課題エッセイ（ＴＯＫエッセ
イ）

アップロード ３月 15 日・９月 15 日

「言語Ａ：文学」の記述課題（written assignment） 試験官へ送付 ３月 15 日・９月 15 日

「言語Ａ：言語と文学」の記述タスク（written 
task）

試験官へ送付 ３月 15 日・９月 15 日

「文学とパフォーマンス」（ＳＬ）の記述コース
ワーク（written coursework）

試験官へ送付 ３月 15 日・９月 15 日

「言語Ｂ」の記述課題（written assignment） アップロード ３月 15 日・９月 15 日

「初級外国語」（ab intio）の記述課題（written 
assignment）

アップロード ３月 15 日・９月 15 日

「美術」オプションＡ、パートＡのスタジオ制作
物（studio work）

アップロード ４月 10 日・10 月 10 日

「美術」オプションＢ、パートＢの研究ワーク

ブック（investigation workbook）
アップロード ４月 10 日・10 月 10 日

A8　評価の手順
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科目・評価要素 提出方法 最終締切日

「音楽」の音楽的関連性研究（musical links 
investigation）

試験官へ送付 ４月 30 日・10 月 30 日

「映画」の個人研究（independent study）および	
プレゼンテーション

試験官へ送付 ４月 30 日・10 月 30 日

「演劇」の実践的パフォーマンス企画（practical 
performance proposal） お よ び 研 究（research 
investigation）

試験官へ送付 ４月 30 日・10 月 30 日

「言語Ａ：文学」（ＳＬ）の「学校のサポートの
下で行われる自己学習」コースの口述試験（oral 
examination）の録音

アップロード ５月７日・11 月７日

A8.5.2　５月と 11 月の試験
ＩＢの試験監督者は、５月および 11 月に行われる筆記試験の実施手続きを完全に熟知

していなければなりません。このため、このトピックについては別のＩＢ資料（英語版）

『The conduct of IB Diploma Programme examinations（ＩＢディプロマプログラム試験実施要綱）』

が用意されており、ＩＢＩＳのライブラリーからアクセスできます。この文書には、電卓

の使用や各試験で利用可能とすべき資材についての情報が記載されています。

•	2015 年５月の試験日程

http://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpyyy_vmx_1409_1/pdf/

may2015examschedule_e.pdf
•	2015 年 11 月の試験日程

http://xmltwo.ibo.org/publications/DP/Group0/d_0_dpyyy_vmx_1409_1/pdf/

nov2015examschedule_e.pdf

A8.5.3　「課題論文」と「知の理論」のスコア換算表
A1.2 の項で説明したように、志願者は、「知の理論」（ＴＯＫ）と「課題論文」（ＥＥ）

の学習成果に対する評価の組み合わせによって、ＩＢ資格の最終スコアへの追加点を得る

ことができます。

以下の新しいスコア換算表が、2015 年５月の試験セッションから導入されます。
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知の理論
（ＴＯＫ）・	
課題論文
（ＥＥ）

A B C D E

A 3 3 2 2

不
合
格

B 3 2 2 1

C 2 2 1 0

D 2 1 0 0

E 不合格

現行のスコア換算表からの変更点は以下のとおりです。

「Ｂ＋Ｃ」の組み合わせが２点の加点となります（現在は１点）。

「Ａ＋Ｅ」の組み合わせが０点となり、不合格となります（現在は１点）。
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各科目について志願者に付与される最終成績は、７から１までの７段階で、７が最高点

です。「知の理論」（ＴＯＫ）と「課題論文」（ＥＥ）の成績は、ＡからＥまでで、Ａが最

高です。「言語Ａ：文学」（ＳＬ）の「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースに

は、「予測スコア」は求められません。

予測スコア（ＰＧ：predicted grade）とは、志願者の学習成果物とＩＢの規準に関する

知識に基づいて、その科目でその志願者が達成するであろうと教師が予想する成績です。

予測スコアは、「知の理論」（ＴＯＫ）と「課題論文」（ＥＥ）でも必須です。予測スコア

はできる限り正確につけ、高すぎたり低すぎたりしないようにすることが重要です。

予測スコアは、成績授与会議が科目の成績分布を検討し、個別の志願者のパフォーマン

スを決定する際にのみ使用されます。最終的に付与される成績と予測スコアを比較するこ

とによって、成績の妥当性が確認されます。予測スコアと成績の間に大きな開きがあった

場合は、さらなる検討が行われる場合があります。１つまたは複数の評
コンポーネント

価要素の評価が不

完全であった志願者をはじめ、特別な状況によって影響を受けた志願者については、予測

スコアは使用されません。

ＩＢは、予測スコアを志願者に開示すべきかどうかについての方針を定めていません。

これは各校の裁量に委ねられています。

A8　評価の手順

A8.6　予測スコア
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教師がＯＣＣでハンドブックの本項および関連する科目のセクションを参照しておくこ

とは、きわめて重要です。これにより内部評価と予測スコアの要件について精通できるよ

うになるためです。

本項と A8.8 の項では、内部評価（ＩＡ）と予測スコア（ＰＧ）の事務手続きについて

説明します。この手続きは、採点の妥当性と信頼性を確認するためのものです。科目担当

教師が関与する手続きであるため、教師と十分に話し合うことが不可欠です。志願者の評

価と成績付与に教師が関与することは、ディプロマプログラムの評価プロセスの重要な部

分です。教師は、２つの方法でこのプロセスに関与します。

•	特定科目の特定レベルで志願者が完成させた学習成果物について、内部評価の採

点結果を提出する。

•	特定科目、特定レベルの試験セッションで各志願者が達成するであろうと予想さ

れるスコアを提出する。

内部評価用に提出された志願者の学習成果物には教師がコメントを書き添え、採点がど

のように配分されたかを説明することが奨励されています。これらのコメントが、その学

習成果物を読むモデレーターにとって非常に有益な情報となるためです。

採点結果と予測スコアに加え、コーディネーターは、教師が内部評価した学習成果物の

サンプルをモデレーション（評価の適正化）のために提出しなければなりません。

モデレーションのプロセスは、２段階から成ります。まず、ディプロマプログラムを提

供する学校すべてに期待される標準的な方法で各校の教師が与えられた評価規準を適用し

ているかどうかを確認します。これは、各校から提出されたサンプル学習成果物の採点を

モデレーター（外部試験官）が確認することで行われます。次に、規準の解釈方法や使用

方法に違いが見られた場合は、当該科目および当該レベルの教師の採点に対して調整が加

えられます。この調整は、ＩＢアセスメントセンターが行い、同じ学習成果物に対して教

師が付与した点数とモデレーターが付与した点数の違いに基づいて決定されます。モデ

レーション（評価の適正化）の結果として、教師の採点結果が上下に変動することもあれ

ば、そのまま変更されないこともあります。

ＩＢは、教師による内部評価の採点結果を志願者に開示すべきかどうかについての方針

を定めていません。これは各校の裁量に委ねられています。採点結果を開示する場合は、

教師のつけた点数について、ＩＢによるモデレーション（評価の適正化）が行われること

を志願者に伝えなければなりません。

評価要件が変更にならなければ、ＩＢ資格取得志願者は通常、過去に受講した科目の試

験以外の評
コンポーネント

価要素の点数を持ち越すことができます。

A8　評価の手順

A8.7　内部評価
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A8.7.1　内部評価の要件
各科目、各レベルで内部評価にあたる教師は、志願者の学習成果物が当該科目、当該レ

ベルの要件を満たしていることを確認しなければなりません。これらの要件の詳細は、当

該科目の「指導の手引き」に記載されています。

教師は、個別の科目およびレベルに対応したＩＢの評価規準を用いて志願者の学習成果

物を評価しなければなりません。点数は、指定された最高点と最低点の間で分数や小数を

用いずにつけます。また、見積もりによる点数であってはなりません。

志願者は、科目およびレベルごとの登録言語で、内部評価のすべての学習成果物を完成

させなければなりません。当該科目の当該レベルで必要とされる内部評価の種類に応じ

て、実際に完成された学習成果物に対して評価が下されます。

学習成果物や参加の状況が不完全であっても、採点は行わなければなりません。志願者

が学習成果物を提出しなかった場合は、ＩＢＩＳの採点欄に「Ｆ」を入力します。その場

合、その科目のそのレベルには成績が付与されません。ＩＢは、成績交付前の任意の時点

で、いずれの科目の内部評価においても、モデレーション（評価の適正化）のために追加

サンプルの提出や志願者全員の学習成果物の提出を要請する権利を有しています。このた

めコーディネーターは、志願者全員の学習成果物とそれに関連する資料を、成績交付まで

保管しておかなければなりません。

A8.7.2　内部評価の採点結果と予測スコアの提出
内部評価（ＩＡ）の採点結果と予測スコア（ＰＧ）はすべて、筆記試験の約３週間前に

あたる４月 10 日または 10 月 10 日必着でＩＢＩＳに提出しなければなりません（これは

しばしば「ＩＡ・ＰＧエントリー」と呼ばれています）。この日までに提出がなかった場

合は、通常、ＩＢアセスメントセンターからコーディネーターに連絡があります。内部評

価の採点結果が提出されないと、その科目およびレベルの成績が付与されません。また、

予測スコアが提出されないと、志願者に不利に働く可能性があります。

科目担当教師がインターネットを介してＩＢＩＳの指定エリアにアクセスし、自分が指

導する科目について内部評価の採点結果と予想点数を入力することもできます。その場合

は、コーディネーターがＩＢＩＳの「School（学校）」タブの「School person maintenance

（教職員登録管理）」にアクセスして、教師が自分のアカウントを開設できるようにします。

教師のアカウントを開設するには、名前、生年月日、国籍、メールアドレスを入力する必

要があります（これらの情報は、ＩＢＩＳへのアクセスを提供し、データベースのセキュ

リティーを管理するために必要です。他の目的で使用されることはありません）。教師の

情報を入力した後、内部評価と予測スコアのデータを入力できるようにする科目を指定し

ます。これが入力されると、当該教師にメールが届き、そのメールに記載されたリンクか

ら、教師が新規ユーザーのアカウントページにアクセスできるようになります。このペー

ジで教師がパスワードを指定してアカウントを開設します。
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コーディネーターは、教師に対してアカウントへのアクセスを随時提供することができ

ます。ただし、教師が内部評価と予測スコアのデータの入力に使用する画面は、筆記試験

の３カ月前にあたる２月１日または８月１日以降でなければ使用できません。

コーディネーターが内部評価と予測スコアのデータを入力するのではなく、教師が直接

ＩＢＩＳに入力する場合は、ＩＢアセスメントセンターに送信する前に、そのデータが正

しいことを必ずコーディネーターが確認しなければなりません。教師が内部評価と予測ス

コアのデータを直接ＩＢに送信することはできず、コーディネーターが送信する必要があ

ります。コーディネーターは、各科目ごとに内部評価・予測スコアの画面で「Complete 

mark entry（採点結果入力を完了）」を選択して、データを送信します。

この入力が行われると、システムが、モデレーション（評価の適正化）のためのサンプ

ルとして試験官へ学習成果物の送付が必要となる志願者を自動的に選びます。

４月 10 日または 10 月 10 日までにＩＢＩＳで内部評価の採点結果を提出した後、誤っ

た点数が提出されたことが判明することもあるかもしれません。提出済みの点数はＩＢの

裁量において修正することができますが、成績交付後は修正が受理されません。

A8.7.3　モデレーション用サンプル
内部評価のサンプルとなる学習成果物に添付する提出書類の一覧は A8.7.7 の項に記載

されています。このハンドブックの科目ごとの情報にも、サンプルとなる学習成果物に添

える書類の情報が記載されています。

１人の教師が採点し、試験での使用言語が１言語である場合
ある科目のあるレベルで学校内の志願者全員の内部評価を１人の教師が担当した場合

は、以下をモデレーターに提出します。

•	モデレーション（評価の適正化）用サンプルとなる学習成果物１セット

•	担当教師が署名した内部評価用提出書類。これは、教師が指導したグループが１

つの場合にも、複数あった場合にもあてはまります。

複数の教師が採点し、試験での使用言語が１言語である場合
ある科目のあるレベルで学校内の志願者全員の内部評価を複数の教師が担当し、ただし

試験での使用言語が１言語であった場合は、あらかじめ合意した統一の採点基準に則って

すべての学習成果物を採点しなければなりません。つまり、学校内で教師同士が話し合っ

て、志願者の学習成果物を一緒に吟味したうえで、最終評価を下す必要があります。

同様に、ＨＬとＳＬの両レベルのモデレーション（評価の適正化）を１セットのサンプル

となる学習成果物で行う科目があります（A8.8.1 の項を参照）。２つのレベルを別の教師

が教えた場合は、やはりその教師同士が話し合って、あらかじめ合意した統一の採点基準

に則って両レベルの採点を行うようにしなければなりません。

モデレーターへの提出物は以下のとおりです。
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•	モデレーション（評価の適正化）用のサンプルとなる学習成果物１セット（各教

師の採点例が示されているもの）

•	担当教師が署名した内部評価用提出書類

試験での使用言語が複数ある場合
ある科目のあるレベルで学校内の志願者が試験での使用言語を複数登録している場合

は、次のようにしてください。

•	内部評価においては、各言語グループの志願者を別々に扱います。

ある科目のあるレベルで学校内の志願者が試験での使用言語を複数登録していて、複数

の指導グループを複数の教師が担当し、各グループ内に試験での使用言語が複数混在して

いる場合は、次のようにしてください。

•	モデレーション（評価の適正化）においては、志願者を指導グループ別ではなく、

試験での使用言語別に分けます。

•	試験での使用言語ごとにそれぞれの言語の教師全員が、あらかじめ合意した統一

の採点基準に則って採点しなければなりません。

ＩＢＩＳでは、科目およびレベルごとに、志願者を試験での使用言語のグループに分け

て表示します。モデレーターへの提出物は以下のとおりです。

•	志願者が登録した試験での使用言語ごとに、サンプルとなる学習成果物１セット

•	志願者が登録した試験での使用言語ごとに、担当教師が署名した内部評価用提出	

書類

A8.7.4　モデレーション用サンプルの選び方
内部評価の採点は、「Subject（科目）」タブで「IAPG（内部評価・予測スコア）」>「Mark 

entry（点数入力）」>「IA Mark entry（内部評価の採点結果入力）」を選択して入力します。採

点を入力して確認した後、「Complete mark entry（採点結果入力を完了）」を選択すると、画

面に「View sample（サンプルを表示）」のオプションが表示されます。これを選択すると、

各科目の各レベルでサンプルとして学習成果物を提出する必要のある志願者のリストが表

示されます。この画面を印刷して、サンプルに添えてモデレーターに送付します。

ＩＢＩＳには、学習成果物の提出が必要な志願者のほかに、各科目、各レベルのモデ

レーターの名前と住所も表示されます。また、場合によっては、ＩＢアセスメントセン

ターへのサンプル送付や学習成果物のアップロードが求められることもあります〔「言語

と文学」（グループ１）と「言語の習得」（グループ２）の録音など〕。

要請されるサンプルの数は、当該科目、当該レベルの学校内の志願者数によって異なり

ます。

•	志願者が５人以下の場合は、全員の学習成果物がサンプルとなります。

•	志願者が６～ 20 人の場合は、５人分の学習成果物がサンプルとなります。
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•	志願者が 21 ～ 40 人の場合は、８人分の学習成果物がサンプルとなります。

•	志願者が 41 人以上の場合は、10 人分の学習成果物がサンプルとなります。

A8.7.5　例外的な学習成果物
モデレーターにサンプルとして送付される学習成果物が、志願者のグループ全体に適用

された採点の典型的な水
スタンダード

準を示していることは重要です。ＩＢＩＳによって選ばれた志願

者の学習成果物がモデレーション（評価の適正化）用のサンプルとして例外的である場合

は、その志願者の学習成果物に加えて、同じまたは似たような点数となった別の志願者の

学習成果物を送付してください。

サンプルに例外的な学習成果物を含める必要がある場合は、以下を行ってください。

•	その志願者の内部評価のカバーシートに、これが例外的な学習成果物であるとの

注記を入れます。

•	それぞれの事例において、どのような難しさがあったか、採点でどのような調整

を行ったかを簡潔に説明します。

特別な事情（病気、障害、身内の不幸など）についての情報は、試験官やモデレーター

には提供しないでください。

例外的な学習成果物のカテゴリー
「例外的」と見なされる可能性のある学習成果物の例は、以下のとおりです。

教師からの付加的な支援があった学習成果物
内部評価用の学習成果物を完成させるにあたって教師が付加的な支援をした場合は、減

点します。その場合は、減点があった旨を学習成果物に注記してください。このような学

習成果物は、その志願者の通常の学習成果物の質の水準を反映していない可能性があり、

また最終的な点数も異なる可能性があることから、この注記が必要です。

未完成の学習成果物
かなりの割合にわたって未完成の学習成果物。なぜ未完成であるかの理由は問われま	

せん。

転校してきた志願者の学習成果物
転校してきた志願者の学習成果物。ただし、その志願者のすべての学習成果物が、転校

後の学校の教師によって評価された場合は「例外的」とは見なされません。

採点の信頼性が低い学習成果物
教師がその学習成果物に対してどのような採点をすべきか確信を持てず、採点の信頼性

が低い可能性のある学習成果物。モデレーション（評価の適正化）のプロセスは、このよ

うなケースで教師を支援するためのプロセスではなく、教師の一般的な採点の水準をＩＢ
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の水準にすり合わせるためのプロセスです。採点方法について重大な疑問がある場合は、

ＩＢの学校支援サイト「ＩＢアンサー」に連絡してください。

不適切な学習成果物
当該科目、当該レベルにとって適切でない学習成果物。

A8.7.6　学習成果物を紛失した場合
モデレーション（評価の適正化）用のサンプルとしてＩＢＩＳによって選ばれた志願者

の学習成果物が教師の採点の後に紛失した場合は、別の志願者による同じ点数または同等

の点数の学習成果物を送付してください。

A8.7.7　志願者が再試験を受ける場合
志願者が再試験に登録する際、もしくは前回セッションの内部評価や他の試験以外の

評
コンポーネント

価要素の採点を持ち越すことを希望する場合は、コーディネーターがＩＢＩＳでその旨

を入力しなければなりません。この結果、教師やコーディネーターが使用する当該科目

の内部評価の採点結果入力画面に、自動的に「Ｈ」が表示されるようになります。「Ｈ」

は、採点が持ち越されることを意味します。採点を持ち越せるかどうかがわからない場合

は、ＩＢＩＳのライブラリーセクションにある関連文書を参照してください。

予測スコアには「Ｈ」は表示されません。これは、前回セッションの予測スコアを教師

やコーディネーターが高いスコアあるいは低いスコアに変更したいと思う可能性があるた

めです。このため、予測スコアはあらためて入力する必要があります。予測スコアとは、

内部評価だけでなく、その科目のそのレベルで志願者が全体的にどのようなパフォーマン

スを達成したかを予想するものであることに留意してください。

A8.7.8　�内部評価：サンプルとなる学習成果物に添付する
提出書類

サンプルとなる学習成果物をモデレーターに提出する際は、サンプルそれぞれについて

関連する提出書類に必要事項を記入し、４月 20 日または 10 月 20 日までに併せて必着と

なるよう提出しなければなりません。内部評価のサンプルをモデレーション（評価の適

正化）目的で試験官に送付する場合は、サンプルに含まれる志願者のリストを表示した

ＩＢＩＳの画面を印刷して同封する必要がなくなりました。

内部評価のサンプルに添付するフォームは、書き込み可能なＰＤＦファイルが用意され

ていて、担当教師が容易に記入できるようになっています。用紙に印刷された提出書類を

提出する（印刷してサンプルとなる学習成果物に添える）場合は、教師と志願者が提出書

類に名前を記入し、宣誓文の個所に署名する必要があります。
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提出書類の一覧および各提出書類にアクセスするには、画面上部に表示されている

「Forms（書式）」のリンクをクリックしてください。

A8.7.9　モデレーターへのサンプル送付
以下の科目については、学習成果物の原本を送付してください。

•	「個人と社会」（グループ３）――「地理」（ＨＬ・ＳＬ）、「環境システムと社会」

（ＳＬ）

•	「理科」（グループ４）――「生物」（ＨＬ・ＳＬ）、「化学」（ＨＬ・ＳＬ）、「デザ

イン技術」（ＨＬ・ＳＬ）、「環境システムと社会」（ＳＬ）、「物理」（ＨＬ・ＳＬ）、

「スポーツ・エクササイズ・健康科学」（ＳＬ）

•	「数学」（グループ５）――「数学スタディーズ」（ＳＬ）のプロジェクト、「数学」

（ＳＬ）の探究（exploration）、「数学」（ＨＬ）の探究

学習成果物が送付の途中に紛失する可能性に備え、サンプルとなる学習成果物は、明瞭

なコピーを残しておくことが重要です。他の科目はすべて、学習成果物のコピーをモデ

レーターに送付することができます。内部評価用の学習成果物は学校に返却できませんの

でご了承ください。

特定科目の具体的な要件がない限り、サンプルと一緒にビデオテープやＣＤは送付しな

いでください。ビデオや情報技術（ＩＴ）アプリケーションが制作された場合は、その活

動についてのレポートと写真のみをモデレーターに送付してください。
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A8.8　�モデレーション用サンプルについての	
科目ごとの情報

A8.8.1　�同じサンプルでＨＬとＳＬの両レベルを	
モデレーションする科目

以下の科目は、ＨＬレベルとＳＬレベルで同一または非常に似た内部評価要件を使用し

ます。

歴史 経済 グローバル社
会の情報技
術 （ＩＴＧＳ）

生物 デザイン技術 音楽（創作）

地理 哲学 化学 物理 音楽 （ソロパ
フォーマンス）

これらの科目のＨＬとＳＬが両方指導されている場合は、ＩＢＩＳが両レベルからサン

プル学習成果物を１セット選びます。

A8.8.2　「言語Ａ：文学」と「言語Ａ：言語と文学」
ＩＢＩＳは内部評価の採点結果全体からサンプルの志願者を選びますが、コーディネー

ターが提出するのは、選ばれた志願者の「個人口述コメンタリー」の録音のみです。（「言

語Ａ：文学」の「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者は除外され	

ます）。

A8.8.3　「言語Ｂ」と「初級外国語」（ab initio）
ＩＢＩＳは内部評価の採点結果全体からサンプルの志願者を選びますが、コーディネー

ターが提出するのは、選ばれた志願者の「個人口述」の録音のみとなります。

A8.8.4　「歴史」
ＩＢＩＳは、「歴史」のサンプルを選ぶ際、ルート１から１つ、ルート２から１つを選

びます。レベル、地域オプション、指定学習項目は考慮されません。ただし、使用言語は

考慮され、それぞれについてサンプルが別々に選ばれます。
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A8.8.5　「数学」（ＨＬ）
ＩＢＩＳが「数学」（ＨＬ）のサンプルを選ぶ際、志願者の学習したオプションは考慮

されません。

A8.8.6　「音楽」
「音楽」（ＨＬ）の内部評価には、ソロパフォーマンスと創作の２つの評

コンポーネント

価要素があり

ます。各評
コンポーネント

価要素に対して別のサンプルを提出する必要があります。ＳＬのグループパ

フォーマンスでは、すべての録音を提出してください。
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A8.9　録音が必要となる評価

A8.9.1　録音についての要件
「言語と文学」（グループ１）と「言語の習得」（グループ２）の言語の科目（「文学とパ

フォーマンス」を含む）の口述を提出する際は、ＩＢＩＳにアップロードしなければなり

ません。他の科目の録音は、ＣＤで提出します。

この要件は、以下の科目および内部評価の評
コンポーネント

価要素で志願者のパフォーマンスや面接を

録音する必要がある場合のための指示です。科目ごとのガイドラインと併せて使用してく

ださい。

•	「言語Ａ：言語と文学」――個人口述コメンタリー

•	「言語Ａ：文学」――個人口述コメンタリー

•	「言語Ａ：文学」（ＳＬ）――「学校のサポートの下で行われる自己学習」コース

の口述コメンタリー

•	「言語Ｂ」――個人口述

•	「初級外国語」（ab initio）――個人口述

•	「文学とパフォーマンス」――パフォーマンスと個人口述プレゼンテーション

•	「古典言語」――個人研究口述プレゼンテーション（individual study oral 

presentation）

•	「音楽」――ソロパフォーマンス、グループパフォーマンス、創作

•	「美術」――インタビュー（文章記述ではなく録音された場合）

•	「演劇」――パフォーマンス、制作プレゼンテーション

•	「映画」――プレゼンテーション

「音楽」のグループパフォーマンスで、個人の志願者ではなくグループ全体の評価が行

われる場合は、録音に関する要件が必ずしもすべて適用されるわけではありません。例え

ば、録音の冒頭で志願者全員に名前とセッション番号を述べるよう求める必要はありま

せん。その代わりに教師が試験セッションと学校名、学校番号、さらに録音するすべての

作品の名前を録音の冒頭で述べるのが望ましいです。

録音のフォーマットが何であれ、コンテンツを編集することは認められません。編集は

学問的な違反行為（misconduct）と見なされ、資格授与委員会（final award committee）に

報告される場合があります。

コーディネーターは、ＩＢに提出するフォーマットにかかわらず、すべての録音のコ

ピーを保管しなければなりません。
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A8.9.2　ＣＤの使用
ＣＤを提出する際は、以下のガイドラインに従ってください。

•	志願者それぞれのパフォーマンスを録音する場合は、１枚のＣＤに複数の志願者

の録音を含めることができます。ただし、モデレーション（評価の適正化）目的

で試験官にサンプル録音を送付する際には、１枚につき２人までとします。この

結果、試験官に送るＣＤが最大５枚になることもあります（複数の試験官による

採点のモデレーションに際してサンプルを選ぶプロセスの便宜上、ＣＤを分ける

必要があります）。各ＣＤにどの志願者が録音されているかを示し、できる限りそ

の志願者のセッション番号もＣＤに書き添えてください。

•	録音の冒頭で、各志願者は、自分の名前とセッション番号を言います。ただし、

グループパフォーマンスの場合は必要ありません。

•	ＣＤプレーヤーで志願者全員の録音を部分的に再生して、正しく録音されている

ことを確認します。試験官が使用する標準的なＣＤプレーヤーと互換性があるこ

とを確認するため、この再生確認に際してコンピュータのＣＤ機能は使用しない

でください。録音セッションの終了後に録音に失敗したことがわかった場合は、

ＩＢの学校支援サイト「ＩＢアンサー」に直ちに連絡し、指示を仰いでください。

パフォーマンスをやり直したり、インタビューを新たに録音したりすることがで

きるかもしれません。

•	ＣＤを使用する場合は、試験セッション、年度、科目、レベル、評
コンポーネント

価要素、志願

者の名前、セッション番号をラベルに明記する必要があります。

•	ＣＤは、ＩＢＩＳに記載された住所に送付します（当該科目の当該評
コンポーネント

価要素にお

いてＣＤの使用が指定されている場合）。

A8.9.3　試験
•	録音は、できる限りバックグラウンドの雑音を排除し、試験にふさわしい静かな

部屋で行います。たいていは小さな部屋のほうが質の良い録音ができます。

•	録音を行う部屋教室の外には、以下の注意書きを掲示します。

試験実施中。録音中につき、静かにしてください。

•	外付けのマイクを使って録音します。内蔵のマイクは録音の質が良くないため、

使用しないでください。

•	志願者のパフォーマンスや声がはっきりと聞き取れるようにマイクの位置を調整

します。面接の場合は、教師や試験官よりも志願者のそばにマイクを置くように

してください。
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•	録音の冒頭で、各志願者が自分の名前とセッション番号を述べます。

•	必要に応じて、試験の各セクションの間に区切りを入れ、次のセクションの開始

を告知します。また、試験の終了を告げてください。

A8.9.4　インタビューでの教師の役割
教師の発言もすべて録音します。その科目にとって適切であれば、教師には以下の行動

が認められています。

•	必要に応じて、大きな声ではっきりと話すよう志願者に促す。

•	志願者が極度に緊張してサポートが必要な場合に介入する。

•	志願者が特定の部分に時間をかけすぎていたり完全に的が外れていたりする場合

にそれを示唆する。

•	ほかにつけ加えたいことがないかどうかを志願者に尋ねる。

•	志願者の発言を訂正する、指導する、誘導的な質問をする、解答を示唆すると

いった行動は認められていません。

A8.9.5　問題への対処
•	録音を途中で停止したり編集したりすることはできません。技術的な問題で録音

が停止してしまった場合は、再開後にその録音内で理由を説明してください。

•	志願者のせいではない問題が発生した場合は、その状況が不利に働くことはない

と説明します。録音中に変則的な事態が生じた場合は、ＩＢの学校支援サイト

「ＩＢアンサー」に状況説明の詳細なレポートを提出してください。
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A8　評価の手順

A8.10　録画が必要な評価

ＩＢでは、音声の録音についてはＤＶＤを試験官に送付するのではなくオンラインで提

出できるようにすべく、開発を進めています。この機能が導入され次第、ＩＢＩＳで発表

します。

状況は学校により異なります。また、ビデオ機器も進化していて、全般的により安価で

使いやすい機器が出回るようになっています。ただし、演劇のスタジオや教室で一定の質

の録画をするには、そうした録画環境に特有の問題があります。このため、ここではさま

ざまな場所での録画に際して役に立った基本的なコツをいくつか紹介します。絶対的な指

示というわけではなく、すべての状況において適切というわけでもありません。

A8.10.1　志願者の識別
少なくとも録画の冒頭で、志願者それぞれがカメラに向かって名前とセッション番号を

言うようにしてください。それでも出演者の識別が難しくなる可能性があるのであれば、

（その科目に適切な限り）洋服や衣装を変えたり、色別にしたり番号を振ったりすることを

検討してください。ただし、評価のニーズを満たそうとするあまり、パフォーマンスの質

や志願者の集中力を損ねる可能性がありますので、教師はその兼ね合いを考えたうえで、

創意工夫と判断を働かせる必要があります。

A8.10.2　音声
音声は、画像よりも難しい問題を呈することが多々あります。学校の建物というのは硬質

な壁や床を多用しているため、しばしば音が反響しやすい環境にあります。足音のしやす

い床であったり、空調などの電気機器が騒音を立てることもあります。その対策として、

以下のような点を考慮することができるかもしれません。

•	カーペットの敷かれた別の空間を使用したり、マットなどで一時的に床を覆って

みたりすることを試みます。

•	硬質素材の壁や窓は、カーテンなどで覆います。

•	カメラの内蔵マイクではなく外付けのマイクを使用して、音源のできるだけ近く

に置きます。

•	可能であれば、不要な電気機器の電源を切ります。

•	廊下など隣接する場所が比較的静かな時間帯を選びます。
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•	カメラの後ろにいる人が音を立てないよう注意します。ほとんどのマイクは全指

向性といって近くにある音をすべて拾うよう設計されており、また周囲の全般的

な音量に合わせて集音レベルを調節するためです（つまり、パフォーマンスの音

量が下がると、バックグラウンドの雑音を敏感に拾うようになります）。

A8.10.3　画像
画像については、おおむね単純明快です。最近のビデオカメラは、あまり明るくない場

所でもそこそこの画質を撮影することができます。ただし、明暗のコントラストが大きい

とうまく対応できず、またオートフォーカスが不本意な被写体に焦点をあてることもあり

ます。以下の点に注意してください。

•	三脚は必須です。パフォーマンスの全容をとらえるため、十分な距離にカメラを

置くだけのスペースがなければなりません。ただし、内蔵マイクは近くにある物

音をとらえる傾向にあるため、こうすることによりパフォーマンスの音が遠ざか

ることに注意が必要です（このため外付けマイクの使用が推奨されます）。

•	暗色の背景に舞台用のスポットライトを使用すると、コントラストが非常に高

まってしまいます。広域を照射するタイプの照明を検討してください（フラッド

ライトを使って背景を明るくするなど）。

•	カメラのオートフォーカス機能は、背景までの距離と前景にいる人物の間で焦点

を見つけようとする傾向があります。この２つの間の距離を縮めてみてください

（人物を背景の近くに下げるなど）。また、オートフォーカス機能をオフにできる

カメラも多数あります。これにより、パフォーマンス中のほとんどの動きに焦点

が合うようマニュアルでフォーカスを固定させられるようになります。

•	例えば教室などの自然光で撮影する場合は、明るい背景に注意します。背景が明

るいとカメラの絞りが絞られる結果、前景（人物）が暗くなり、見えにくくなり

ます。ブラインドやカーテンを閉めて背景（窓など）の明るさを抑えることで、

通常この問題は解消できます。あるいは別の部屋を選んで、カメラが光の方向を

向かないようにする（窓に向かうのではなく、窓を背景に撮影するなど）ことも

できます。
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Ｂ　教科

B1a　グループ１「言語Ａ：文学」

1　「言語Ａ：文学」（教室でのクラスを受講している生徒）

B1a.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、「言語Ａ：文学」用の以下の資料と併せて読

む必要があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』 2011 年２月に発行、2011 年２月、	
2011 年 11 月、2012 年８月、	
2013 年８月に更新

「指定作家リスト」（ＰＬＡ） 2011 年２月以降（B1a.4.2 の項を参照）

「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ） 2011 年２月

ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」教師用参考資料』 2011 年５月

B1a.2　�最終締切日の概要：	
2016 年５月と 11月の試験セッション

行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

評価用記述課題
のアップロード

2016 年５月／
2016 年 11 月

試験官 2016 年３月 15 日／
2016 年９月 15日

フォーム 1/LWA を	
用いてＩＢＩＳで
アップロード

予測スコアと内
部評価の採点結
果を提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 10 日／
2016 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳを通じて

内部評価のサン
プルの録音（個
人口述コメンタ
リー）および関
連資材のアップ
ロード

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

フォーム 1/LIA と
ともに、抜粋およ
び「考察を促す問
い（ガイディング
クエスチョン）」を
ＩＢＩＳでアップ
ロード
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B1a.3　提供されている言語
A2.2 の項（英語版を参照）には、2016 年５月と 11 月、2017 年５月と 11 月に利用可能

な「言語Ａ：文学」の科目が記載されています。「言語Ａ：文学」で履修できない「特別リ

クエスト言語」への申請手続きについては、「特別リクエスト言語」のセクションを参照し

てください。

B1a.4　学校のコース

B1a.4.1　コースの選択

「言語Ａ：文学」の作家と作品は、学習言語についてＩＢが指定した「指定作家リス

ト」（ＰＬＡ）、およびＩＢが指定した「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ）から、学校が選

択します。

すべての選択が、ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』、学習言語のＰＬＡ、およ

びＰＬＴの規則と指示に従っていることを確認するのは学校の責任です。

B1a.4.2　「指定作家リスト」

以下に記載された言語の「指定作家リスト」（ＰＬＡ）は、オンラインカリキュラムセ

ンター（ＯＣＣ）で入手できます。

アフリカーンス語Ａ ドイツ語Ａ ルーマニア語Ａ

アルバニア語Ａ ヘブライ語Ａ ロシア語Ａ

アムハラ語Ａ ヒンディー語Ａ セルビア語Ａ

アラビア語Ａ ハンガリー語Ａ ソト語Ａ

ベラルーシ語Ａ アイスランド語Ａ シンハラ語Ａ

ベンガル語Ａ インドネシア語Ａ スワジ語Ａ

ボスニア語Ａ イタリア語Ａ スロバキア語Ａ

ブルガリア語Ａ 日本語Ａ スロベニア語Ａ

カタルーニャ語Ａ 韓国語Ａ スペイン語Ａ

中国語Ａ ラトヴィア語Ａ スワヒリ語Ａ

クロアチア語Ａ リトアニア語Ａ スウェーデン語Ａ

チェコ語Ａ マケドニア語Ａ タイ語Ａ

デンマーク語Ａ マレー語Ａ トルコ語Ａ

オランダ語Ａ 現代ギリシャ語Ａ ウクライナ語Ａ
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英語Ａ ネパール語Ａ ウルドゥー語Ａ

エストニア語Ａ ノルウェー語Ａ ベトナム語Ａ

フィリピノ語Ａ ペルシア語Ａ ウェールズ語Ａ

フィンランド語Ａ ポーランド語Ａ

フランス語Ａ ポルトガル語Ａ

注：シラバスのパート２、３、４のみを使用して、ＰＬＡのジャンルの要件を満たして

もかまいません。また、使用する作品は、学習する言語で書かれたものでなければなりま

せん。

B1a.4.3　学校による選択の自由

作品の選択はすべて、学習する「言語Ａ：文学」に対応する特定のＰＬＡと、ＰＬＴか

ら行わなければなりませんが、学習する３つの作品を自由に選ぶことができるパート４は

除外されます（ＳＬ・ＨＬともに）。

B1a.4.4　作家と作品の選択

特定の言語のＰＬＡで明らかに認められていない限り、シラバスのいかなるパートにお

いても、同一パート内で同じ作家を繰り返し扱うことは禁止されています。しかし、同じ

作家の作品をシラバスの異なる２つのパートにおいて学習することは許可されています。

同じ作家を２回以上学習することは許可されていますが、コースの別のパートであって

も同じ作品を学習することはできません。

B1a.4.5　ＩＢアセスメントセンターへのコースの提出

2016年５月以降、学校は「言語Ａ：学習作品の通知（Language A: notice of works studied）」

フォームを提出する必要はありません。

B1a.4.6　「言語Ａ：文学」を２つ履修する志願者

「言語Ａ：文学」を２つ履修しているＩＢ資格取得志願者は、「バイリンガルディプロ

マ」を授与される資格があります（2016 年５月と 11 月の試験セッションにおける「バイ

リンガルディプロマ」の規準に関する詳細は、A1.6 の項を参照）。

•	志願者は、学習するそれぞれの「言語Ａ：文学」で、パート１の作品の異なる

セットを学習しなければなりません。

•	志願者は、それぞれの「言語Ａ：文学」でその作家による異なる作品を学習する

場合に限り、同じ作家を２回以上選んでもかまいません。

•	志願者は、それぞれの「言語Ａ：文学」についての翻訳作品評価の要件をすべて

満たさなければなりません。
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B1a.4.7　�「言語Ａ：文学」と「言語Ａ：言語と文学」を履修する	
志願者

「言語Ａ：文学」の志願者が、「言語Ａ：言語と文学」コースの一部としてすでに学習し

ている文学作品を学習することは認められません。

B1a.4.8　「言語Ａ：文学」と「言語Ｂ」を履修する志願者

「言語Ａ：文学」の志願者が、「言語Ｂ」コースの一部としてすでに学習している文学作

品を学習することは認められません。

B1b.4.9　�「言語Ａ：言語と文学」および「文学とパフォーマンス」を
履修する志願者

「言語Ａ：言語と文学」の志願者が、「文学とパフォーマンス」コースの一部としてすで

に学習している文学作品を学習することは認められません。

B1a.5　学校からコースとして提供されない「言語Ａ：文学」
「言語Ａ：文学」が学校によって提供されない場合は、すべての規則が順守される限

り、外部の教師が志願者を指導することができます。

外部の教師を利用できない場合、または外部の教師が「内部評価」を行うことができな

い場合、志願者は、「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者として登

録されなければなりません。「言語Ａ：文学」は、ＳＬのみで「学校のサポートの下で行

われる自己学習」コースにすることができます。

B1a.6　記述課題

B1a.6.1　作品の選択

記述課題では、コースのパート１で学習する翻訳作品を評価します。パート１の作品

は、学習する「言語Ａ」以外の言語で書かれたものでなければならず、通常、翻訳作品を

学習します。パート１の作品はすべて、「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ）に明確に記載さ

れたものから選ばなければなりません。ＰＬＴに含まれている作家による作品であって

も、リストに載っていない作品は、このパートでは学習できません。
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B1a.6.2　指導、学習、および評価の言語

指導
通常翻訳作品は、「言語Ａ」試験に含まれる「言語Ａ」コースに不可欠な要素として教

えられます。しかし、２つ以上の「言語Ａ」で文学コースを提供する学校は、学校の使用

言語による共通の翻訳文学コースを構成することができます。その場合、さまざまな「言

語Ａ」のクラスにおいて、翻訳作品や、学習する他の作品との関連性についてのディス

カッションを行うべきです。

学習
志願者は、希望するなら、翻訳作品を原語で読むことができます。

評価
記述課題は、学んでいる「言語Ａ」で書かなければなりません。「言語Ａ」以外の言語

で作品を読んでいる場合、志願者は、課題で取り上げる引用部分を「言語Ａ」に翻訳する

必要があります。志願者が望むなら、引用の原文を脚注として含めることができますが、

これを語数に数えるべきではありません。

B1a.6.3　課題

記述課題の準備は、４つの異なる段階を追って行うべきです。

1.	「対話形式の口述活動」（インタラクティブ・オーラル）

2.	「振り返りの記述」（リフレクティブ・ステートメント）

3.	「教師の監督下での記述活動」（スーパーバイズド・ライティング）

4.	 提出用の課題

これらの段階はこの順序で完了し、第１～３段階は、パート１で学習した各作品につ

いて完了しなければなりません。その後で、志願者は提出用の課題のための要素を選び

ます。

志願者は、提出用の課題のために、学校の翻訳作品コースのさまざまな要素を選ぶ必要

があります。２人以上の志願者が同じ要素を選ぶ場合、志願者はお互いに独立して作業を

行い、課題が異なっていなければなりません。

教師は、記述課題の最初の草稿について、生徒に口頭のアドバイスを与えたり、別の紙

にアドバイスを記すことはできますが、草稿や最終版を修正したり、印を付けたりしては

いけません。しかし、教師は、自分が知る限りにおいて、それが「志願者本人が取り組ん

だものである」ことを認証するために、課題の最終版を読む必要があります。
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B1a.6.4　手順

完成した記述課題は、対応する「振り返りの記述」とともに、「外部評価」用として、

５月の試験セッション向けは 2016 年３月 15 日まで、11 月の試験セッション向けは 2016

年９月 15 日までにアップロードしなければなりません。志願者ごとに記入したカバー

シート 1/LWA のコピーも同時にアップロードします。

パート１で学習した他の作品の「振り返りの記述」と「教師の監督下での記述活動」の

コピーは、生徒全員についてファイルで保管しておかなければなりません。後日、ＩＢア

セスメントセンターが提出を求めることがあります。

B1a.7　内部評価
志願者の口述課題についての教師による「内部評価」は、志願者全員の要件です。すべ

ての志願者は、コースの間に教師によって評価される２つの口述活動（いずれも必須）を

完了しなければなりません（ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』を参照）。２つの

口述活動は以下のとおりです。

標準レベル（ＳＬ）

•	パート２で学習した作品の抜粋に基づく個人口述コメンタリー（ＩＯＣ）。４つの

評価規準に従って評価される。

•	シラバスのパート４で学習した作品に基づく個人口述プレゼンテーション

（ＩＯＰ）。３つの評価規準に従って評価される。

上級レベル（ＨＬ）

•	パート２で学習した詩に基づく個人口述コメンタリー（ＩＯＣ）と、パート２で

学習した他の１つの作品に基づくその後のディスカッション。６つの評価規準に

従って評価される。

•	シラバスのパート４で学習した作品に基づく個人口述プレゼンテーション

（ＩＯＰ）。３つの評価規準に従って評価される。

B1a.8　個人口述コメンタリー
この内部評価はコースのパート２（精読学習）に基づくもので、教師の評価のモデレー

ション（評価の適正化）の基礎を形成します。すべての作品を学習した時点で、教師は、

試験の条件に従って、個人口述コメンタリー（ＳＬ）、または個人口述コメンタリーおよ

びディスカッション（ＨＬ）を実施しなければなりません。ＨＬでは、クラス全体に対し

て行われる個人口述コメンタリーで、パート２で学習した３つすべての作品を使用する

ことが期待されています。コースの修了間近の評価が推奨されますが、義務ではありま

せん。
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B1a.8.1　個人口述コメンタリーの形式および長さ

個々の志願者に、どの作品から特定の抜粋を準備するかを前もって知らせてはいけま

せん。

評価の形式 準備時間（分） 評価時間（分）

標準レベル（ＳＬ）

「考察を促す問い（ガイディングクエスチョン）」が添
付された、パート２で学習した作品の１つからの抜粋
についての論評（コメンタリー）と、それに続く質疑
応答。パート２で学習したすべての作品が個人口述コ
メンタリーに使用できる。

20 分 10 分

上級レベル（ＨＬ）

「考察を促す問い（ガイディングクエスチョン）」が添
付された、パート２で学習した詩についての論評（コ
メンタリー）と、それに続く質疑応答。この直後に、
パート２の他の作品の１つに基づくディスカッション
を行う。

20 分 20 分（論評とディ
スカッションにそ
れぞれ約 10 分）

ＳＬでは、個人口述コメンタリーは合計 10 分以内で行うべきです。試験官は、10 分後

に聴くのを中止するよう指示されます。

ＨＬでは、個人口述コメンタリーとそれに続くディスカッションは、合計 20 分以内で

行うべきです。口述試験を行う教師は、試験の時間管理に責任を持ち、論評（コメンタ

リー）とディスカッションの間で時間が適切に配分されるよう確認するべきです。試験官

は、20 分後に聴くのを中止するよう指示されます。

B1a.8.2　個人口述コメンタリーに向けた教師の準備

教師は、論評（コメンタリー）の前に、抜粋と「考察を促す問い（ガイディングクエス

チョン）」を準備しなければなりません。事前に準備されるすべての評価用資材は、安全

な状態で保管する必要があります。志願者には、抜粋または「考察を促す問い（ガイディ

ングクエスチョン）」に関して事前の知識を与えてはいけません。

教師は、個人口述コメンタリー用の抜粋と「考察を促す問い（ガイディングクエスチョ

ン）」の選択について全面的な責任があります。志願者は、評価の手段となる作品を選ぶ

ことができません。各抜粋は、内容の複雑さによって、20 ～ 30 行とします。長さが異な

る詩の形式（例えばソネット）は許容されます。

その日のうちに、または数日以内に数人の志願者を評価する場合は、多様性を確保し、

また志願者が自分の評価の内容を判断できないようにするために、反復は無作為に行わな

ければなりません。
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志願者数 異なる抜粋の数

１–５ 志願者１人につき１

６–10 ６

11–15 ７

16–20 ８

21–25 ９

26–30 10

志願者が 30 人以上いる学校では、それに比例してさらに多くの抜粋を追加しなければ

なりません。例えば、53 人の生徒がいる学校は 19 の異なる抜粋を準備するべきです。

それぞれの抜粋には、２つ以下の「考察を促す問い（ガイディングクエスチョン）」

を添付しなければなりません。抜粋および「考察を促す問い（ガイディングクエスチョ

ン）」の選択に関するガイドラインは、ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』に記載

されています。

B1a.8.3　個人口述コメンタリーの実施

個人口述コメンタリー（ＳＬ）、そして個人口述コメンタリーおよびディスカッション

（ＨＬ）は、評価の対象となっている言語で行わなければなりません。

録音
録音に関する一般的なアドバイスについては A8.9 の項を参照してください。モデレー

ション（評価の適正化）のために、５人分、８人分、または 10 人分のみをサンプルとし

てアップロードしますが、録音はすべての志願者について行う必要があります。後日、追

加サンプルを提出するように求められる場合があります。

実際の手配
志願者が邪魔されずに自分の資材を準備できるように、評価が行われる部屋に近い一室

を補助的な部屋として割り当ててください。この準備室にも監督者を手配します。

志願者は、学校が提供する下書き用紙のみを準備室に持ち込むことができます。準備時

間の間に作られたメモは、試験が行われる部屋に持っていき、口述試験の間に使用してか

まいません。

志願者の準備時間の開始時に
•	「考察を促す問い（ガイディングクエスチョン）」を添付した、抜粋（ＳＬ）また

は詩（ＨＬ）のコピーを志願者に手渡します。
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準備時間の間に
•	志願者は、監督下で論評（コメンタリー）を準備します。

•	志願者は、参考のためのメモを作ってかまいませんが、スピーチを準備して読み

上げるためにメモを作ることはできません。

B1a.8.4　評価の間の教師の役割

志願者による実施（約 10 分）の間

•	志願者に、抜粋について自分が準備した論評（コメンタリー）を述べるよう求める。

•	絶対に必要な場合を除き、この段階では志願者に介入しない。

•	次の質疑応答の時間を見越して、志願者が７～８分後に論評（コメンタリー）が

確実に終わるように促す。

•	10 分後に、論評（コメンタリー）とそれに続く質疑応答を終わらせる。

上級レベル（ＨＬ）のみ

論評（コメンタリー）が終了した時点（10 分）で

•	録音装置をオフにしない。

•	ディスカッションが始まっていることを生徒に知らせて、ディスカッションの対

象となる作品を紹介する。

•	ディスカッションを開始して、生徒がその文学作品を探究するように促す。

志願者のパフォーマンスは、ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』の「内部評

価」の評価規準を用いて評価してください。フォーム 1/LIA に各評価規準の採点結果を入

力します。また、それらの採点結果を与えた理由を説明するために、フォーム上で与えら

れているスペースに簡単なコメントを記入してください。教師がこの情報を提供しない場

合、志願者が不利な立場に置かれる可能性があります。内部評価のモデレーター（外部試

験官）は、教師の採点結果とコメントを参考にするよう指示されます。

B1a.9　個人口述プレゼンテーション
個人口述プレゼンテーションは、コースのパート４で学習する作品に基づいて行われま

す。各志願者は、教師と相談して、この活動のためのトピックを選びます。志願者が選ぶ

トピックが「言語Ａ：文学」の内部評価の「レベルの説明（descriptor）」を利用すること

で効果的に評価できることを確認するのは教師の責任です（ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」

指導の手引き』を参照）。

教師は、以下を行うことが求められます。

•	ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』の内部評価の評価規準を用いて、各志

願者のプレゼンテーションを評価する。

•	フォーム 1/LIA において、評価規準ごとに各志願者に下した採点結果を記録する。

•	採点結果について説明するために、1/LIA のフォームで与えられたスペースに、各

志願者について簡潔なコメントを書き込む。
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教師はすべての志願者の個人口述プレゼンテーションを録音する必要はありませんが、

そうすることが推奨されます。

B1a.10　最終的な得点を算出する
個人口述コメンタリーと個人口述プレゼンテーションは、最高得点がそれぞれ 30 点で

す。最終的な得点（最高得点は 60 点）を２で割ります。

ＩＢＩＳには、各志願者の最終的な平均点を提出してください。小数、分数、または概

数ではなく、整数を使用してください。得点を２で割った小数点以下の数字は切り上げま

す。
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2　�「言語Ａ：文学」	
（「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者）

B1a.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、「言語Ａ：文学」用の以下の資料と併せて読

む必要があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』 2011 年２月に発行、2011 年２月、	
2011 年 11 月、2012 年８月、	
2013 年８月に更新

「指定作家リスト」（ＰＬＡ） 2011 年２月以降（B1a.4.2 の項を参照）

「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ） 2011 年２月

ＩＢ資料（英語版）『Language A: literature school 
supported self-taught alternative oral assessment 
procedures（「言語Ａ：文学」の「学校のサポートの下

で行われる自己学習」コース口述試験の手順）』

2011 年２月、2015 年に更新改訂

ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」教師用参考資料』 2011 年５月

B1a.2　�最終締切日の概要：	
2016 年５月と 11月の試験セッション

行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

パート２で学習
したジャンルの
選択を提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年 12 月１日／
2016 年６月１日

ＩＢＩＳを通じて、
『「学校のサポート
の下で行われる自
己学習」コース
志願者向け「言
語Ａ」：パート２の
ジャンルの選択』
フォームで

評価用記述課題
のアップロード

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年３月 15 日／
2016 年９月 15日

フォーム 1/LWA を
用いて、ＩＢＩＳ
でアップロード

録音および関連
資材のアップ
ロード

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年５月７日／
2016 年 11 月７日

ＩＢＩＳにアップ
ロード
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B1a.3　利用可能な言語
提供されているすべての「言語Ａ：文学」コースは、学校が通常、その言語での指導

を提供しておらず、志願者を教えるのに適切な資格のある教師がいない場合、「学校のサ

ポートの下で行われる自己学習」コースのオプションとして履修することができます。

A2.2 の項には、2016 年５月と 11 月、および 2017 年５月と 11 月に受験可能な「言

語Ａ：文学」の科目が記載されています。

必要とする言語が提供されていない場合は、「特別リクエスト言語」のセクションのガ

イダンスに従ってください。

個々の学校における個々の言語の自己学習コース履修生の最大人数は５人です。

「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースのオプションは、ＳＬでのみ履修で

きます。

B1a.4　学校のコース

B1a.4.1　コースの選択

「言語Ａ：文学」の作家と作品は、学習言語についてＩＢが指定した「指定作家リス

ト」（ＰＬＡ）、およびＩＢが指定した「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ）から、学校が選

択します。

すべての選択が、ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』、学習言語のＰＬＡ、およ

びＰＬＴの規則と指示に従っていることを確認するのは学校の責任です。

B1a.4.2　「指定作家リスト」

以下に記載された言語の「指定作家リスト」（ＰＬＡ）は、オンラインカリキュラムセ

ンター（ＯＣＣ）で入手できます。

アフリカーンス語Ａ ドイツ語Ａ ルーマニア語Ａ

アルバニア語Ａ ヘブライ語Ａ ロシア語Ａ

アムハラ語Ａ ヒンディー語Ａ セルビア語Ａ

アラビア語Ａ ハンガリー語Ａ ソト語Ａ

ベラルーシ語Ａ アイスランド語Ａ シンハラ語Ａ

ベンガル語Ａ インドネシア語Ａ スワジ語Ａ

ボスニア語Ａ イタリア語Ａ スロバキア語Ａ

ブルガリア語Ａ 日本語Ａ スロベニア語Ａ

カタルーニャ語Ａ 韓国語Ａ スペイン語Ａ
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中国語Ａ ラトヴィア語Ａ スワヒリ語Ａ

クロアチア語Ａ リトアニア語Ａ スウェーデン語Ａ

チェコ語Ａ マケドニア語Ａ タイ語Ａ

デンマーク語Ａ マレー語Ａ トルコ語Ａ

オランダ語Ａ 現代ギリシャ語Ａ ウクライナ語Ａ

英語Ａ ネパール語Ａ ウルドゥー語Ａ

エストニア語Ａ ノルウェー語Ａ ベトナム語Ａ

フィリピノ語Ａ ペルシア語Ａ ウェールズ語Ａ

フィンランド語Ａ ポーランド語Ａ  

フランス語Ａ ポルトガル語Ａ  

特別申請による「言語Ａ：文学」にはＰＬＡがありません。

注：シラバスのパート２、３、４のみを使用して、ＰＬＡのジャンルの要件を満たして

もかまいません。また、使用する作品は、学習する言語で書かれたものでなければなりま

せん。

B1a.4.3　学校による選択の自由

「言語Ａ：文学」の「学校のサポートの下で行われる自己学習」コース（ＳＬ）の志

願者の場合、作品を自由に選ぶことはできません。パート２とパート４で学習するすべ

ての作品は、学習する「言語Ａ：文学」のＰＬＡから選択し、パート１の作品はすべ

てＰＬＴから選択する必要があります。

B1a.4.4　作家と作品の選択

作品の選択は、「指導の手引き」で規定されたシラバスの要件に従って構成されるべき

です。また、ジャンル、期間、場所に関する「言語Ａ：文学」の要件は、「学校のサポー

トの下で行われる自己学習」コースのすべての志願者にも適用されます。学習する作品数

を減らすことは認められていません。

特定の言語のＰＬＡで明らかに認められていない限り、シラバスのいかなるパートにお

いても、同一パート内で同じ作家を繰り返し扱うことは禁止されています。しかし、同じ

作家の作品をシラバスの異なる２つのパートにおいて学習することは許可されています。

同じ作家を２回以上学習することは許可されていますが、コースの別のパートであって

も同じ作品を学習することはできません。

「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者として、２人以上の志願者

が同じ自己学習言語を学習している場合、その言語を履修するすべての志願者は同じ作品

を学習しなければなりません（転校してきた志願者を除く）。
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B1a.4.5　ＩＢアセスメントセンターへのコースの提出

2016 年５月以降、学校は「言語Ａ：学習作品の通知」フォームを提出する必要はあり

ません。

B1a.4.6　「言語Ａ：文学」を２つ履修する志願者

「言語Ａ：文学」を２つ履修しているＩＢ資格取得志願者は、「バイリンガルディプロ

マ」を授与される資格があります（2016 年５月と 11 月の試験セッションにおける「バイ

リンガルディプロマ」の規準に関する詳細は、A1.6 の項を参照）。

•	志願者は、学習するそれぞれの「言語Ａ：文学」で、パート１の作品の異なる

セットを学習しなければなりません。

•	志願者は、それぞれの「言語Ａ：文学」でその作家による異なる作品を学習する

場合に限り、同じ作家を２回以上選んでもかまいません。

•	志願者は、それぞれの「言語Ａ：文学」について翻訳作品評価の要件をすべて満

たさなければなりません。

B1a.4.7　�「言語Ａ：文学」と「言語Ａ：言語と文学」を	
履修する志願者

「言語Ａ：文学」の志願者が、「言語Ａ：言語と文学」コースの一部としてすでに学習し

ている文学作品を学習することは認められません。

B1a.4.8　「言語Ａ：文学」と「言語Ｂ」を履修する志願者

「言語Ａ：文学」の志願者が、「言語Ｂ」コースの一部としてすでに学習している文学作

品を学習することは認められません。

B1b.4.9　�「言語Ａ：言語と文学」および「文学とパフォーマンス」を
履修する志願者

「言語Ａ：言語と文学」の志願者が、「文学とパフォーマンス」コースの一部としてすで

に学習している文学作品を学習することは認められません。

B1a.5　�「言語Ａ：文学」の「学校のサポートの下で行われ
る自己学習」コースの志願者がいる学校の責任

学校では、自己学習コースの履修生を指導監督し助言を与えるために、非常勤の外部の

指導教員を利用できるどうかにかかわらず、「言語Ａ：文学」の専任教師を任命する必要

があります。その教師は、ＤＰコーディネーターと協働して次のことを行います。

•	ＩＢ規則に従うコースの選択について、志願者に助言を与える。

•	志願者が、コースの学習を始める前に、選んだ作品を確実に入手できるようにする。
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•	志願者が、指導監督する教師の合意を得た作品を学習していること、また「特別

リクエスト言語」の場合は担当する試験官の承認を得ていることを確認する。

•	小論文の執筆や論評（コメンタリー）といった課題に必要な技法（テクニック）

について指導を行う。

•	「パート１：翻訳作品」で求められる作品の学習を監督する。

•	志願者に、コースの学習、受けるべき試験とその形式、学習するコースとの関連

性について、はっきりした認識を与える。

•	ＩＢ資料（英語版）『Language A: literature school supported self-taught alternative oral 

assessment procedures（「言語Ａ：文学」の「学校のサポートの下で行われる自己学習」コース

口述試験の手順）』の最新版、過去の試験問題、「教師用参考資料」（すべてＯＣＣで

入手可能）を志願者に提供する。

•	参加する試験セッションに特定の正式な口述コメンタリー用に発表される、ジャ

ンル別の質問を志願者に提供する。これらの質問は、志願者の最初の学年の９月

に、オンラインカリキュラムセンターの「学校のサポートの下で行われる自己学

習」および「特別リクエスト言語Ａ」のページで発表されます。

•	志願者が、ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』に定期的にアクセスできる

ようにし、評価されるすべての要素（コンポーネント）の評価規準になじませる。

可能であれば、志願者は、学校で他の「言語Ａ：文学」を履修している志願者と共に指

導を受けるべきです。

B1a.6　�「言語Ａ：文学」の「学校のサポートの下で行われ
る自己学習」コース（ＳＬ）志願者の外部評価

記述試験問題（試験問題１と２）の形式は、教室でのクラスを受講している生徒のそれ

と同じです。

記述課題と口述試験は、自己学習コースの履修生の状況を反映するために変更された形

式に従います。口述試験は学外でＩＢによって採点されます。

変更された２つの評
コンポーネント

価要素に関する手順は、以下のセクションで概説されています。

B1a.7　�自己学習コース用の口述試験：自己学習コースの	
履修生

各ジャンル（詩、ドラマ、散文フィクション、散文ノンフィクション）ごとに５つの質

問（合計 20 の質問）が、志願者の最初の学年の９月に事前発表されます。質問はオンラ

インカリキュラムセンターの「学校のサポートの下で行われる自己学習」と「特別リクエ

スト言語Ａ」のページにおいて英語、フランス語、スペイン語で公表されます。志願者

は、学校の指導言語でこれらの質問にアクセスするべきですが、解答は学習している「言

語Ａ」で準備するべきです。
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質問は、パート２の作品の綿密な学習に枠組みを提供します。それぞれの質問は、詳細

で分析的な解答を引き出すための骨組みとなります。

２年間のコースの間に、志願者は、学習した２つのジャンルのそれぞれについて、５つ

の異なる、適切な 40 行の文章または詩を見つけるよう求められ、それらは論評（コメン

タリー）の根拠として利用できます。志願者は、合計で 10 の質問（学習した１ジャンル

あたり５つの質問）への解答を用意し、口述コメンタリーの準備として、10 の異なる抜

粋を選ぶことになります。

生徒のコースの最後の年の３月（５月の試験セッション向け）または９月（11 月の試験

セッション向け）の初めに、ＩＢアセスメントセンターは、志願者の口述試験にどのジャ

ンルが使用されるかを連絡します。各志願者は、事前に発表された所定のジャンルの５つ

の質問のうち２つを選択できます。

これを可能にするために、コーディネーターは次のことを行わなければなりません。

•	「言語Ａ：文学」（ＳＬ）の志願者を登録する際に、ＩＢＩＳで自己学習オプショ

ンが選択されていることを確認する。

•	志願者のコースの最終学年の 12 月１日／６月１日までに、ＩＢＩＳを通じてパー

ト２用に選択したジャンルの詳細を提出する。口頭の質問は、このフォームで提

供される情報に基づくことになります。ＩＢアセスメントセンターにこのフォー

ムを提出した後は、コースに変更を加えることはできません。

詳細は、オンラインカリキュラムセンターで入手可能なＩＢ資料（英語版）『Language A: 

literature school supported self-taught alternative oral assessment procedures（「言語Ａ：文学」の

「学校のサポートの下で行われる自己学習」コース口述試験の手順）』に掲載されています。

B1a.7.1　�「学校のサポートの下で行われる自己学習」コース	
志願者向けの形式

口述試験の録音時間の合計は 20 分です。

自己学習コース用の口述試験の形式は以下のとおりです。

評価の形式 準備時間（分） 最大録音時間（分）

セクション１：個人口述コメンタリー

•	パート２で学習する作品に基づいてうまく構
成された口述コメンタリー

•	志願者は、自分が選んだ文章（約 40 行）のコ
ピーと、その文章についてのメモを持って、自
己学習コース用口述試験の準備室に入ります。

•	個人口述コメンタリーを録音し、録音を止めず
に、個人口述プレゼンテーションを続けます。

•	選択して使用した文章は、録音、使用したメ
モ、志願者の質問表（question paper）、および
試験監督者の指導シートとともにアップロー
ドする必要があります。

20 分 10 分
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評価の形式 準備時間（分） 最大録音時間（分）

セクション２：個人口述プレゼンテーション

•	パート４で学習する３つの作品のうちの２つ
に基づく口述プレゼンテーション

•	志願者は口述プレゼンテーションのためのメ
モを準備します。メモは、箇条書きのみの形
式でなければなりません。

•	個人口述プレゼンテーションは、セクション
１の個人口述コメンタリーに続いて録音しま
す。２つの課題の間で録音を中断したり、一時
停止にしてはいけません。

•	このセクションで使用したメモは、録音、セ
クション１で使用したメモ、志願者の質問表、
および試験監督者の指導シートとともにアッ
プロードする必要があります。

コースの間、
および試験の前

10 分

準備
志願者は、試験開始前の 20 分の準備時間で、セクション１の口述コメンタリーとセク

ション２の口述プレゼンテーションの両方の準備をすることができます。

志願者は参考のために、簡潔で実際的なメモを試験場所に持っていくことは認められて

いますが、論評／プレゼンテーション全体を、声に出して読み上げることはできません。

録音の間に使用したすべてのメモは、他のすべての資材とともにアップロードする必要が

あります。

評価用資材の提出
ディプロマプログラムのコーディネーターは、志願者と試験監督者が関連するすべての

フォームに記入したこと、また、各志願者について、以下のものがＩＢＩＳを通じてアッ

プロードされたことを確認しなければなりません。

•	口述試験の録音

•	個人口述コメンタリーで使用した抜粋と、個人口述コメンタリーおよび個人口述

プレゼンテーションで使用したメモ

•	志願者の質問表のコピー

•	記入した試験監督者の指導シート

•	個人口述プレゼンテーションの間に使用された視覚資料（もしあれば）のコピー

「学校のサポートの下で行われる自己学習」の自己学習コース用口述試験は、５月１日

（５月の試験セッション）または 11 月１日（11 月の試験セッション）までに実施し、上

記のすべての資材は、５月７日／ 11 月７日までに、ＩＢＩＳを通じてアップロードする

必要があります。
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個人口述コメンタリーの実施
個人口述コメンタリーと個人口述プレゼンテーションは、評価の対象となっている言語

で行わなければなりません。

録音
録音に関する一般的なアドバイスについては A8.9 の項を参照してください。

B1a.8　記述課題

B1a.8.1　作品の選択

記述課題ではコースのパート１で学習した翻訳作品を評価します。パート１の作品は、

学習する「言語Ａ」以外の言語で書かれたものでなければならず、通常は、翻訳された作

品を学習します。パート１のすべての作品は、「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ）に記載さ

れたものから選ばなければなりません。ＰＬＴに含まれている作家の作品であっても、リ

ストに記載されていない作品は学習することができません。

B1a.8.2　学習と評価の言語

学習
翻訳作品は、「言語Ａ」コースの不可欠の要素として、「言語Ａ」の試験言語で学習しま

す。しかし、２つ以上の「言語Ａ」で文学コースを提供する学校は、一般的な翻訳文学

コースを学校の使用言語で構成することができます。その場合、さまざまな「言語Ａ」の

クラスで、翻訳作品について、また学習する他の作品との関連性についてディスカッショ

ンを行うべきです。「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者は、可能

であればこれらのディスカッションに参加するよう奨励されます。

志願者は、希望するなら、翻訳作品を原語で読むことができます。

評価
記述課題は、学んでいる「言語Ａ」で書かなければなりません。「言語Ａ」以外の言語

で作品を読んでいる場合、志願者は、課題で取り上げる引用部分を「言語Ａ」に翻訳しな

ければなりません。志願者が望むなら、引用の原文を脚注として含めることができます

が、これを語数に数えるべきではありません。

B1a.8.3　評価

記述課題の準備は、４つの異なる段階を追って行うべきです。

1.	 ジャーナル（記録日誌）の執筆

2.	「振り返りの記述」（リフレクティブ・ステートメント）
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3.	 トピックの展開

4.	 小論文の作成

これらの段階はこの順序で完了し、第１段階は、パート１で学習した各作品について完

了しなければなりません。その後で、志願者は第２～４段階を完了するための作品を１つ

選びます。

志願者は、提出用の課題のために、学校の翻訳作品コースのさまざまな要素を選ばなけ

ればなりません。２人以上の志願者が同じ要素を選ぶ場合、志願者はお互いに独立して作

業を行い、課題が異なっていなければなりません。

「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者は、「パート１：翻訳作品」

で学習した２つの翻訳作品の両方についてジャーナル（記録日誌）をつけます。また、学

習した２つの作品の１つについて「振り返りの記述」を完成し、提出用の課題の小論文の

題をつけるために、ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』で発表された８つのプロ

ンプトの１つに答えます。

B1a.8.4　手順

対応する「振り返りの記述」を含む、完成した記述課題は、外部評価用に、５月の試験

セッション向けは 2016 年３月 15 日まで、11 月の試験セッション向けは 2016 年９月 15

日までにアップロードしなければなりません。志願者ごとに記入した 1/LWA カバーシー

トのコピーも同時にアップロードします。
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３　「言語Ａ：文学」（「特別リクエスト言語」）

B1a.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、必要に応じて、以下のセクションの１つまた

は両方と併せて読む必要があります。

•	「言語Ａ：文学」（教室でのクラスを受講している生徒）

•	「言語Ａ：文学」（「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者）

B1a.2　特別申請手続き

B1a.2.1　特別申請の文脈

A2.2 の項には、５月と 11 月の各試験セッションで提供される「言語Ａ：文学」の科目

が記載されています。

これらのリストに掲載されていない「言語Ａ：文学」の科目での資格を希望する志願者

は、自分が選択した言語における文学コースが承認されるように、申請書を提出すること

ができます。これは「特別申請手続き」として知られています。

B1a.2.2　申請の期限

特別リクエストの申請手続きは文学コースのみで可能であり、５月の試験セッションに

おいてのみ提出を受け付けます。

「言語Ａ：文学」の特別申請手続きの締切日は以下のとおりです。

行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

すべての「特別リク
エスト言語」コース
の提案の提出（教室
でのクラスを受講し
ている志願者と「学
校のサポートの下で
行われる自己学習」
コースの志願者）

2017年５月 ＩＢアセス
メントセン
ター

2015 年 11 月
15 日（５月
の筆記試験の
18 カ月前）

ＩＢＩＳを通じて、
「特別リクエスト言
語Ａ：文学（Special 
request Language A: 
literature）」フォーム
で
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行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

単年度単科履修
科目履修志願者
(anticipated candidates)
のための「特別
リクエスト」の
登録 (anticipated 
registration)（教室
でのクラスを受講し
ている志願者と「学
校のサポートの下で
行われる自己学習」
コースの志願者）

2016年５月 ＩＢアセス
メントセン
ター

2015 年 10 月
７日（５月の
筆記試験の７
カ月前）

ＩＢＩＳを通じて、
「特別リクエスト言
語Ａ：文学」フォー
ムのチェックボック
スで「Anticipated」に
チェックを入れる。
コースの提案は、単
年度単科履修科目履
修志願者 (anticipated 
candidates) について
提出するべきではな
いことに留意してく
ださい（B1a.5 の項
を参照）。

B1a.2.3　承認のプロセス

特別申請書にはコースの提案が含まれていなければなりません（適当なコースを構成す

る際のガイダンスについては B1a.3 の項を参照）。

可能な場所であれば必ず、「特別リクエスト言語Ａ：文学」のフォームはＩＢＩＳから

提出しなければなりません。リクエストした言語がアルファベット以外の文字を使用する

場合でも、可能であれば、ＩＢＩＳの上の電子フォームを使用します。物理的なキーボー

ドが利用できなければ、オンラインキーボードを使用することが推奨されています。これ

に関して何か困難なことがある場合は、ibid@ibo.org に連絡してアドバイスを求めてくだ

さい。

特別申請の承認では、以下のような要素が考慮されます。

•	リクエスト言語をディプロマプログラム「言語Ａ：文学」とした場合、指導と試

験を行うのに十分なだけの印刷された文献が利用できること

•	ＩＢが特定の言語を担当する試験官を選んで任命できる、ある程度の数の専門家

を確保できること

•	適任の試験官を探す必要性が生じた場合に、関係する学校が意欲的に協力してく

れること

ＩＢＩＳで「言語Ａ：文学」の特別申請を提出すると、それに応答して申請の受け取り

を確認する自動メールがＩＢアセスメントセンターから送付されます。このメッセージ

は、確認のみであり、申請の承認や許可を意味しません。申請の許可または拒否について

は、その後、できるだけ早く通知されます。許可を受けた言語については、コースの提案

が、最終承認に責任のある、関係する試験官に回されます。

学校は、特別申請が承認されるまで、翻訳作品の学習、またはテクスト批評の一般的な

学習によって「特別リクエスト言語」の指導を始めるようにアドバイスされます。これに

より、何らかの理由で特別申請が許可されない場合でも、志願者は別の「言語Ａ：文学」

のコースに移ることが可能になります。
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特別申請は、次のセッションに繰り越すことができないため、各試験セッションに合わ

せて提出しなければなりません。

B1a.3　コースの提案
志願者のコースは、以下の作品によって構成される必要があります。

•	リクエスト言語で書かれた８つの作品（ＳＬ）／ 10 の作品（ＨＬ）。これらの作

品は、学校、教師、または志願者自身のリソースから選択されます。選んだ作品

のリストは、科目を担当する試験官の承認を得るため、ＩＢＩＳの「特別リクエ

スト言語Ａ：文学」のフォームを用いて入力します。学校は、選択したすべての

作品に文学的価値があることを確認しなければなりません。

•	リクエスト言語以外の言語で書かれた２つの作品（ＳＬ）／３つの作品（ＨＬ）。

これらの作品はＰＬＴから選択します。

作品の構成にあたっては、シラバスの要件に従って、パート２では各テクストを異なる

ジャンルから選択し、パート３ではすべてのテクストを同じジャンルから選択するという

方法をとる必要があります（ＩＢ資料『「言語Ａ：文学」指導の手引き』を参照）。

コースを構成する際に、学校は、以下の「作品」の定義に従うべきです。

•	小説、自叙伝、または伝記などの単一の長編作品

•	短編小説などの短めのテクストで２編以上

•	５～ 10 編の短編小説

•	５～８編の随筆

•	10 ～ 15 通の手紙

•	長い詩の主要部分（少なくとも 600 行）

•	15 ～ 20 編の短めの詩

コースがいったん承認されると、学校が作品の選択に変更を加えることは認められま

せん。

B1a.4　評価：試験問題２の構成
「特別リクエスト言語」には、事前に指定された各ジャンルのカテゴリーのリストを含

むＰＬＡがないため、コースの試験問題２は、以下の各ジャンルに関する３つの小論文

（エッセイ）の設問で構成されます。

•	ドラマ

•	詩

•	散文フィクション

•	散文ノンフィクション
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B1a.5　�単年度単科履修科目履修志願者	
(anticipated candidates)

単年度単科履修科目履修志願者 (anticipated candidates) が受講する科目としての「特別

リクエスト言語」の申請は、10 月７日までに行わなければなりません。

学校は、リクエストした言語が、すでに５月の試験セッション用に認定されている場合

にのみ、これらの申請が承認され得ることを認識している必要があります。

コーディネーターは、ＩＢＩＳで利用可能な、「特別リクエスト言語Ａ：文学」の

フォームを用いて、「Anticipated」のボックスにチェックを入れます。学校は、今の段階

では、独自のコースを作成できず、担当の試験官がすでに認定したブックリストを採用し

なければなりません。承認されたブックリストは、ＩＢアセスメントセンターから提供さ

れます。学校が、提供されたブックリストに変更を加えることは認められません。
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B1b.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、「言語 A：言語と文学」用の以下の資料と併

せて読む必要があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「言語Ａ：言語と文学」指導の手引き』 2011 年２月に発行、2011 年 11 月、	
2012 年８月、2013 年８月に更新改訂

「指定作家リスト」（ＰＬＡ） 2011 年２月以降（B1a.4.2 の項を参照）

「指定翻訳作品リスト」（ＰＬＴ） 2011 年２月

ＩＢ資料『「言語Ａ：言語と文学」教師用参考資
料』
ＩＢ資料の、諸言語の「教師用参考資料」

2011 年３月

B1b.2　�最終締切日の概要：	
2016 年５月と 11月の試験セッション

行動 提出先 最終締切日 方法／フォーム

評価用の記述タスクを
アップロード

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年３月 15 日／
2016 年９月 15日

ＩＢＩＳで、カバーシー
ト 1/L&LWT を用いて
アップロード

予測スコアと内部評価の
採点結果を提出

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 10 日／
2016 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳを通じて

内部評価のサンプルの録
音（個人口述コメンタ
リー）および関連資材の
アップロード

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

ＩＢＩＳで、フォーム
1/L&LIA を用いてアップ
ロード

Ｂ　教科

B1b　グループ1「言語Ａ：言語と文学」
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B3.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、各科目の「指導の手引き」と併せて読む必要

があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「歴史」指導の手引き』 2008 年３月に発行、2009 年３月に
改訂、2009 年５月に更新改訂

ＩＢ資料『「歴史」教師用参考資料』 2011 年８月

ＩＢ資料（英語版）『History specimen papers（「歴史」

試験問題見本）』
2008 年９月に発行、2009 年に改訂

ＩＢ資料（英語版）『Geography guide（「地理」指導の

手引き）』
2009 年２月

ＩＢ資料（英語版）『Geography teacher support 
material（「地理」教師用参考資料）』

2009 年９月

ＩＢ資料（英語版）『Geography specimen papers
（「地理」試験問題見本）』

2009 年２月

ＩＢ資料『「経済」指導の手引き』 2010 年 11 月に発行、2012 年８月に
更新改訂

ＩＢ資料『「経済」教師用参考資料』 2011 年２月

ＩＢ資料（英語版）『Philosophy guide（「哲学」指導の

手引き）』
2007 年３月に発行、2010 年１月に
改訂、2012 年８月に更新改訂

ＩＢ資料（英語版）『Philosophy teacher support 
material（「哲学」教師用参考資料）』

2007 年９月

ＩＢ資料（英語版）『Philosophy specimen papers
（「哲学」試験問題見本）』

2007 年３月

ＩＢ資料（英語版）『Psychology guide（「心理学」指

導の手引き）』
2009 年２月

Ｂ　教科

B3　グループ３「個人と社会」
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2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料（英語版）『Psychology teacher support 
material（「心理学」教師用参考資料）』

2009 年 11 月

ＩＢ資料（英語版）『Psychology specimen papers
（「心理学」試験問題見本）』

2009 年５月

ＩＢ資料（英語版）『Social and cultural anthropology 
guide（「社会・文化人類学」指導の手引き）』

2008 年２月、2010 年 11 月に更新改訂

ＩＢ資料（英語版）『Social and cultural anthropology 
teacher support material（「社会・文化人類学」教師用

参考資料）』

2008 年９月

ＩＢ資料（英語版）『Social and cultural anthropology 
specimen papers（「社会・文化人類学」試験問題見本）』

2008 年９月

ＩＢ資料（英語版）『Business and management guide
（「ビジネスと経営」指導の手引き）』

2007 年３月

ＩＢ資料（英語版）『Further clarifications to business 
and management guide（「ビジネスと経営」指導の手引

き詳説）』

2008 年８月

ＩＢ資料（英語版）『Business and management 
teacher support material（「ビジネスと経営」教師用参

考資料）』

2007 年９月

ＩＢ資料（英語版）『Business and management 
specimen papers（「ビジネスと経営」試験問題見本）』

2007 年９月

ＩＢ資料（英語版）『Information technology in a 
global society guide（「グローバル社会の情報技術」指導

の手引き）』

2010 年１月

ＩＢ資料（英語版）『Information technology in a 
global society teacher support material（「グローバル

社会の情報技術」教師用参考資料）』

2010 年３月

ＩＢ資料（英語版）『Information technology in a 
global society specimen papers（「グローバル社会の情

報技術」試験問題見本）』

2010 年１月

ＩＢ資料（英語版）『World religions guide（「世界の宗

教」指導の手引き）』
2011 年５月

ＩＢ資料（英語版）『World religions teacher support 
material（「世界の宗教」教師用参考資料）』

2011 年５月に発行、2012 年５月、
2013 年８月に更新改訂
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B3.2　�最終締切日の概要：	
2016 年５月と 11月の試験セッション

行動 提出先 最終締切日 方法／フォーム

予測スコアと内部評価の採
点結果を提出

ＩＢアセスメント
センター

2015 年４月 10 日／
2015 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳ

内部評価のサンプルとなる
学習成果物を提出

モデレーター 2015 年４月 20 日／
2015 年 10 月 20 日

フォーム 3/CS

B3.3　内部評価
内部評価は、コースの間に志願者が完成した学習成果物に基づいて行われ、グループ３

のすべての科目（ＳＬ・ＨＬともに）の要件です。志願者の成果物のサンプル提出によ

り、ＩＢは、学校にわたる共通の規準を得るために、教師による採点結果のモデレーショ

ン（評価の適正化）を行うことができます。

B3.3.1　モデレーション（評価の適正化）のサンプル

モデレーション（評価の適正化）のためのサンプルは、ＩＢＩＳが特定したものでなけ

ればなりません。各サンプルの志願者について、カバーシートのフォーム 3/CS に記入し

ます。モデレーション（評価の適正化）のために志願者の学習成果物の原本を提出する場

合は、学習成果物とフォームのコピーを残しておくことが推奨されています。提出する成

果物は、互いにしっかりとまとめるようにします。プラスチックのファイルホルダーやリ

ングバインダーは使用しないでください。

サンプル志願者の学習成果物が「例外的」である場合は、それについてフォーム 3/CS

に注記を入れ、似たような点数となった別の志願者の学習成果物をサンプルに追加するべ

きです。

「地理」に関しては、土や植物標本を提出しないでください。学校内の締切日までに、

以下のものをコーディネーターに提出します。

•	志願者の予測スコアと内部評価の採点結果

•	教師と志願者が署名し日付を入れた、それぞれのサンプル志願者用のカバーシー

ト、フォーム 3/CS

•	サンプル志願者の学習成果物



Ｂ　教科

ＤＰ手順ハンドブック 2016 年版 59

B3.3.2　内部評価の要件

以下の表は、グループ３の各科目に求められる課題の種類をまとめたものです。

科目とレベル 課題の種類

歴史ＨＬ／ＳＬ	
歴史に関する探究（1500 ～ 2000 語）

記述課題

地理ＨＬ／ＳＬ	
シラバスのテーマに基づく、2500 語のフィールドワークレポート

フィールドワーク

経済ＨＬ／ＳＬ	
３つの論評（コメンタリー）のポートフォリオ。各論評は、それぞれ
750 語を超えないこと。

ポートフォリオ

哲学ＨＬ／ＳＬ	
非哲学的な材料の哲学的な分析（1600 ～ 2000 語）

哲学的な分析

心理学ＨＬ	
1500 ～ 2000 語の実証的研究

実証的研究

心理学ＳＬ	
1000 ～ 1500 語の実証的研究

実証的研究

社会・文化人類学ＨＬ	
2000 語以内の実地調査レポート

フィールドワーク

社会・文化人類学ＳＬ	
２つの活動：	
1 時間の観察とそれに続く 600 ～ 700 語のレポート作成	
最初のレポートの批評（700 ～ 800 語）

観察および批評の
練習

ビジネスと経営ＨＬ	
調査提案と行動計画（500 語以内）、およびレポート（2000 語以内）
で構成された調査プロジェクト。調査プロジェクトでは、組織が直面
している問題を扱うか、組織が下すべき決定を分析する。

調査プロジェクト

ビジネスと経営ＨＬ	
特定の組織が直面している実際の問題に関する、裏づけとなる３つ～
５つの資料に基づいて書かれた論評（コメンタリー）（1500 語以内）

記述による論評
（コメンタリー）

グローバル社会の情報技術ＨＬ／ＳＬ	
プロジェクト：カバーページ、製品、スクリーンキャスト、および
2000 語以内の文書を含むＺＩＰファイル（最大サイズ 750 ＭＢ）

プロジェクト

世界の宗教ＳＬ	
信奉者のグループや個人による宗教的な体験、実践、または信念の
１つの側面についての調査研究（1500 ～ 1800 語）

記述による分析
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B4.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、対応する「指導の手引き」と併せて読む必要

があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「生物」指導の手引き』 2014 年２月

ＩＢ資料（英語版）『Design technology guide（「デザイン技術」指導の手引き）』 2014 年３月

ＩＢ資料『「物理」指導の手引き』 2014 年２月

ＩＢ資料『「化学」指導の手引き』 2014 年２月

ＩＢ資料（英語版）『Computer science guide（「コンピューター科学」指導の手引き）』 2012 年１月

ＩＢ資料（英語版）『Sports, exercise and health science guide（「スポーツ・エクササ

イズ・健康科学」指導の手引き）』
2012 年３月

「理科」の各科目の「教師用参考資料」（オンラインカリキュラムセンターで入手可能）

B4.2　�最終締切日の概要：	
2016 年５月と 11月の試験セッション

行動 提出先 最終締切日 方法／フォーム

予測スコアと内部評価の
採点結果を提出

ＩＢアセスメ
ントセンター

2016 年４月 10 日／
2016 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳ

内部評価のサンプルとな
る学習成果物を提出：	
生物、化学、物理

モデレーター 2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

フォーム 4/PSOW	
フォーム 4/IA	
フォーム 4/ICCS

内部評価のサンプルとな
る学習成果物を提出 :	
デザイン技術

モデレーター 2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

フォーム 4/PSOWDT	
フォーム 4/IADT	
フォーム 4/ICCSDT

B　教科

B4　グループ４「理科」
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行動 提出先 最終締切日 方法／フォーム

内部評価のサンプルとな
る学習成果物を提出：	
スポーツ・エクササイズ・
健康科学

モデレーター 2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

フォーム 4/PSOWSEHS	
フォーム 4/IASEHS

内部評価のサンプルとな
る学習成果物を提出 :	
コンピューター科学

モデレーター 2015 年４月 20 日／
2015 年 10 月 20 日

フォーム 4/ICCSCS

B4.3　内部評価の要件：生物、化学、物理
内部評価の要件は、「生物」「化学」「物理」に共通です。内部評価は、最終評価の 20%

に相当し、１つの科学的研究から構成されます。「個人研究」では、コースのレベルに見

合ったトピックを扱うようにしてください。

生徒の学習成果物は、教師が内部評価し、ＩＢが外部的にモデレーション（評価の適正

化）を行います。内部評価では、共通の評価規準に照らし合わせて採点され、ＳＬ・ＨＬ

ともに 24 点満点です。

内部評価課題は、１つの科学的研究に約 10 時間かけて取り組みます。研究は、約６～

12 ページのレポートにまとめます。この長さを超える研究は、簡潔さに欠けるものとし

て、評価規準の「コミュニケーション」の項目において減点されます。

内部評価課題の評価規準は一般的なものであるため、観察実験を伴う研究では「生物」

「化学」「物理」の多様なニーズを満たす幅広い実習活動を取り入れることが可能です。

コースの実習の要件

提出物を書き上げる時間を除いて、指導計画の少なくとも 25% は実習活動に当てなけれ

ばなりません。これはＳＬで 40 時間、ＨＬで 60 時間に相当します。この時間には、志

願者が「グループ４プロジェクト」に費やす 10 時間と、各志願者が内部評価課題である

「個人研究」に費やす 10 時間が含まれます。理想的には、実習時間は、コースの初め、中

頃、または終わりの数週間に集中させるのではなく、コースのほぼ全体にわたって配分す

るべきです。

実習活動には、コア、選択項目、そして関係する場合はＨＬ発展項目を含む、コース全

体の内容が広く含まれているのが理想的です。関連する「指導の手引き」のシラバスのセ

クションに記載されている指定された実習が、すべての志願者によって行われることが重

要です。

B4.3.1　内部評価関連の記録

個々の志願者のカバーシート―フォーム 4/ICCS
個々の志願者のカバーシートは、サンプルに選ばれた志願者だけでなく、すべての志願

者について記入する必要があります。これには「グループ４プロジェクト」への取り組み
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についての志願者の説明、教師による規準に基づく採点、および教師と志願者による誓約

が含まれています。

B4.3.1.1　実習を伴う学習活動
「実習を伴う学習活動」（ＰＳＯＷ：practical scheme of work）では、実習のカリキュラ

ムを教師が計画します。また、「実習を伴う学習活動」は、クラスが取り組む研究すべて

のまとめとしても位置づけられます。詳細はフォーム 4/PSOW に記録します。それぞれ

のクラスとレベルについて、フォーム 4/PSOW を１つずつ作成します。１つのクラスに

ＨＬとＳＬの両方のレベルの志願者がいる場合は、各レベルで１つずつ、２つのフォーム

4/PSOW に記入しなければなりません。

フォーム4/PSOWの記入

概要 活動の簡単な説明

ＰＰ 活動が指定された実習であることを示す

ＩＣＴ １～５から選ぶ

トピック／オプション 最も関連性のあるトピックまたは選択項目の、数字または文字
（例えば、７またはＣ）

時間 提出物を書き上げる時間を除く、クラスが研究に費やした推定の
時間数

フォーム4/IA内部評価チェックリストの記入
フォーム 4/IA に記入し、内部評価用のサンプルとなる学習成果物の最初のページとし

て同封してください。

B4.3.1.2　評価
教師は、各科目の「指導の手引き」の内部評価に関するセクションの評価規準を用いて

学習成果物を評価し、モデレーターがそれを再度採点します。

「理科」の科目を２つ（または３つ）履修する志願者
「理科」（グループ４）の科目を２つ以上履修する志願者は、「グループ４プロジェク

ト」の２つの「行動」の段階に取り組む必要はありません。志願者は、すべての 4/ICCS

フォームで同様の志願者誓約を提出するべきです。

B4.3.2　モデレーション（評価の適正化）用サンプル

教師は、内部評価に関する一般的な情報について、A8.6 および A8.7 の項を読む必要が

あります。選んだサンプルは、ＩＢＩＳが特定したものでなければなりません。
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B4.3.2.1　モデレーション（評価の適正化）の目的
「理科」（グループ４）の各科目について、教師はモデレーション（評価の適正化）用サ

ンプルとなる学習成果物１セットを提出しなければなりません。モデレーターは、学校間

で同等の規準を確保するために、この学習成果物を採点します。すべての学校は、評価用

の研究の適切性について、評価規準に照らしたフィードバックを受け取ります。フォーム

に記入するモデレーターもまた、モデレーション（評価の適正化）の対象となるため、学

校の採点結果が外部的なＩＢの規準にどれくらいよく合致したかについて、フィードバッ

クのフォームを用いてコメントすることはできません。

サンプル学習成果物の各セットとして、以下の資材をモデレーターに送付する必要があ

ります。

•	フォーム 4/IA『「理科」（グループ４）：内部評価チェックリスト（Group 4: Internal 

assessment checklist）』。このリストは、学校が送付するサンプル学習成果物の一番

上に置きます。

•	学校の各クラスとレベルごとのフォーム 4/PSOW。これはフォーム 4/IA のすぐ下

に置きます。

•	サンプルのセットの各志願者ごとに記入したフォーム 4/ICCS。それぞれのフォー

ム 4/ICCS は、関係する志願者の「個人研究」の前に置きます。

•	ＩＢＩＳが選んで、サンプルのセットに含まれる「個人研究」

例外的な志願者
科目の履修者が少ない学校は、サンプルのセットに例外的な志願者の学習成果物を含め

なければならないかもしれません。教師は、そのような志願者の学習成果物が例外的であ

るとの注記を入れ、どのような難しさや問題があったかを説明するべきです。

B4.3.2.2　内部評価の最終的な採点結果
ＩＢＩＳの内部評価の選択項目に、最終的な得点（24 点満点）を記録します。

B4.4　内部評価の要件：デザイン技術
内部評価（ＩＡ）の要件は、最終評価の 40% に相当し、1 つのデザインプロジェクトか

ら構成されます。生徒の学習成果物は、教師が内部評価し、ＩＢが外部的にモデレーショ

ン（評価の適正化）を行います。内部評価の実施では、ＳＬ・ＨＬともに４つの共通の評

価規準に照らし合わせて採点し、ＨＬについては２つの評価規準が追加されます。ＳＬは

36 点満点、ＨＬは 54 点満点です。

４つの共通の評価規準に基づくＳＬ・ＨＬの到達目標レベルは同じです。

ＩＡの課題は１つのデザインプロジェクトで構成されます。ＳＬでは、このプロジェク

トは約 40 時間で完了させ、ＨＬでは約 60 時間で完了させます。それぞれの評価規準につ

いて、約 10 時間で取り組むべきです。
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ＳＬの最大ページ数はＡ４で 38 ページ（またはそれに相当する分量）です。ＨＬの最

大ページ数はＡ４で 50 ページ（またはそれに相当する分量）です。この制限を超過した

学習成果物のページについては、教師は、得点を与えるべきではありません。モデレー

ション（評価の適正化）用のサンプルとして選択された場合、試験官は、この制限枚数で

成果物を読むのを中止します。

学校でＳＬとＨＬの両方のレベルが履修されている場合は、両方のレベルで外部的なモ

デレーション（評価の適正化）を行うために、別々のサンプルのセットを送る必要があり

ます。

コースの実習の要件

提出物を書き上げる時間を除いて、指導計画の少なくとも 25% は実習活動に当てなけれ

ばなりません。これはＳＬで 60 時間、ＨＬで 96 時間に相当します。これらの時間には、

志願者が「グループ４プロジェクト」に費やす 10 時間と、各志願者がデザインプロジェ

クトに費やす 40 時間（ＳＬ）または 60 時間（ＨＬ）が含まれます。残りの時間は、教師

が指示する活動に割り当てます。理想的には、実習時間は、コースの初め、中頃、または

終わりの数週間に集中させるのではなく、コースのほぼ全体にわたって配分するべきです。

B4.4.1　内部評価関連の記録

個々の志願者のカバーシート—フォーム 4/ICCSDT
個々の志願者のカバーシートは、サンプルに選ばれた志願者だけでなく、すべての志願

者について記入する必要があります。これには「グループ４プロジェクト」への取り組み

についての志願者の説明、教師による規準に基づく採点、および教師と志願者による誓約

が含まれています。

B4.4.1.1　実習を伴う学習活動
「実習を伴う学習活動」（ＰＳＯＷ）では、実習のカリキュラムを教師が計画します。

また、「実習を伴う学習活動」は、教師が指示しクラスが取り組む活動すべてのまとめ

としても位置づけられます。詳細はフォーム 4/PSOWDT に記録します。それぞれのクラ

スとレベルについて、フォーム 4/PSOWDT を１つずつ作成します。１つのクラスにＨＬ

とＳＬの両方のレベルの志願者がいる場合は、各レベルで１つずつの、２つのフォーム

4/PSOWDT に記入しなければなりません。

フォーム4/PSOWDTの記入

概要 活動の簡単な説明

ＩＣＴ １～５から選ぶ

トピック 最も関連性のあるトピックの数

時間 提出物を書き上げる時間を除く、クラスが活動に費やした推定の時間数
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フォーム4/IADT内部評価チェックリストの記入
フォーム 4/IADT に記入し、内部評価用のサンプルとなる学習成果物の最初のページと

して同封してください。ＳＬ／ＨＬのレベルごとに１つのフォームが必要です。

B4.4.1.2　評価
教師は、各科目の「指導の手引き」の内部評価に関するセクションの評価規準を用いて

学習成果物を評価し、モデレーターがそれを再度採点します。

「理科」の科目を２つ（または３つ）履修する志願者
「理科」（グループ４）の科目を２つ以上履修する志願者は、「グループ４プロジェク

ト」の２つの「行動」の段階に取り組む必要はありません。志願者は、すべての 4/ICCS

フォームで同様の志願者誓約を提出するべきです。

B4.4.2　モデレーション（評価の適正化）のサンプル

教師は、内部評価に関する一般的な情報について、A8.6 および A8.7 の項を読む必要が

あります。選んだサンプルは、ＩＢＩＳが特定したものでなければなりません。

B4.4.2.1　モデレーション（評価の適正化）の目的
各レベルについて、教師はモデレーション（評価の適正化）用サンプルとなる学習成果

物１セットを提出しなければなりません。モデレーターは、学校間で同等の規準を確保す

るために、この学習成果物を採点します。すべての学校は、評価用のデザインプロジェク

トの適切性について、評価規準に照らしたフィードバックを受け取ります。フォームに記

入するモデレーターもまた、モデレーション（評価の適正化）の対象となるため、学校の

採点結果が外部的なＩＢの規準にどれくらいよく合致したかについて、フィードバックの

フォームを用いてコメントすることはできません。

各レベルのサンプルのセットとして、以下の資材をモデレーターに送付する必要があり

ます。

•	フォーム 4/IADT『「理科」（グループ４）：内部評価チェックリスト（Group 4: 

Internal assessment checklist）』。このリストは、学校が送付するサンプル学習成果物

の一番上に置きます。

•	学校のクラスごとのフォーム 4/PSOWDT。これはフォーム 4/IADT のすぐ下に置

きます。

•	サンプルのセットの志願者ごとに記入したフォーム 4/ICCSDT。それぞれのフォー

ム 4/ICCSDT は、関係する志願者の「デザインプロジェクト」の前に置きます。

•	ＩＢＩＳが選んで、サンプルのセットに含まれる「デザインプロジェクト」
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例外的な志願者
科目の履修者が少ない学校は、サンプルのセットに例外的な志願者の学習成果物を含め

なければならないかもしれません。教師は、そのような志願者の学習成果物が例外的であ

るとの注記を入れ、どのような難しさや問題があったかを説明するべきです。

B4.4.2.2　内部評価の最終的な採点結果
ＩＢＩＳの内部評価の選択項目に、最終的な得点（ＳＬで 36 点満点、ＨＬで 54 点満

点）を記録します。

B4.5　�内部評価の要件：	
「スポーツ・エクササイズ・健康科学」

内部評価は、「スポーツ・エクササイズ・健康科学」の合計得点の 24% を占めます。

提出物を書き上げる時間を除いて、指導計画の少なくとも 25% は実習活動に当てなけ

ればなりません。これは、志願者が「グループ４プロジェクト」に費やす 10 時間を含め

て、ＳＬで 40 時間になります。理想的には、実習時間は、コースの初め、中頃、または

終わりの数週間に集中させるのではなく、コースのほぼ全体にわたって配分するべきで

す。サンプルをモデレーターに提出する提出期限の後、２～３時間に限り、研究活動を行

うことができます。その時間は、「実習的要素」の時間数として加算することができます。

実習活動は、コアや選択項目を含む、コース全体の内容が広く含まれているのが理想的

です。実習内容は、科目別のシラバスの取り扱う範囲の学習の幅と深さに対応しているこ

とが望まれますが、シラバスのあらゆるトピックについて実習を行う必要はありません。

教師は、志願者のニーズ、利用可能なリソース、指導のスタイル、指導する科目および

トピックに基づいて、自由に実習を選ぶことができます。実習の最低回数は指定されてい

ません。

B4.5.1　内部評価関連の記録

B4.5.1.1　「実習を伴う学習活動」
「実習を伴う学習活動」（ＰＳＯＷ）では、実習のカリキュラムを教師が計画します。ま

た、「実習を伴う学習活動」は、志願者が取り組む研究すべてのまとめとしても位置づけら

れます。詳細はフォーム 4/PSOWSEHS に記録します。各志願者はフォーム 4/PSOWSEHS

に記入する必要があります。

フォーム4/PSOWSEHSの記入

日付 各実習が行われた日付

概要 活動の簡単な説明

ＩＣＴ １～５から選ぶ
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トピック／オプション 最も関連性のあるトピックまたは選択項目の、数字または文字
（例えば、７またはＣ）

時間 提出物を書き上げる時間を除く、志願者が研究に費やした推定の
時間数

レベル 各規準について評価された数値（０～６）

合計 各評価規準Ｄ、ＤＣＰ、ＣＥで得たうちの上位２つのレベルと、
ＭＳおよびＰＳのレベルの合計

「グループ４プロジェクト」についても、フォーム 4/PSOWSEHS に記載します。

以下の３つの評価規準で、それぞれ少なくとも２回評価しなければなりません。

•	デザイン（Ｄ）

•	データの収集および処理（ＤＣＰ）

•	結論と評価（ＣＥ）

人間性の側面に関連したパーソナルスキル（ＰＳ）は、「グループ４プロジェクト」の

間に１回だけ評価されます。

操作スキル（ＭＳ）は、コース全体にわたって総括的に評価されます。

Ｄ、ＤＣＰ、ＣＥそれぞれで得たうちの上位２つのレベルは、サンプルのセットの各志

願者用フォーム 4/PSOWSEHS で目立つように印を付ける必要があります（B4.5.2.2 の項

を参照）。

フォーム4/IASEHSの記入
フォーム 4/IASEHS に記入し、内部評価用のサンプルとなる学習成果物の最初のページ

として同封してください。

B4.5.1.2　評価
教師は、各科目の「指導の手引き」の内部評価に関するセクションの評価規準を用いて

学習成果物を評価し、モデレーターがそれを再度採点します。

グループ４プロジェクト
「グループ４プロジェクト」は、フォーム 4/PSOWSEHS に記載しなければなりません。

パーソナルスキル（ＰＳ）についての「グループ４プロジェクト」の得点（０～６）を

フォーム 4/PSOWSEHS に記入します。

「グループ４プロジェクト」に参加した証
エビデンス

拠は必要ありません。

評価
「グループ４プロジェクト」は、志願者の実習経験全体の一部を形成し、パーソナルスキ

ル（ＰＳ）についてのみ評価されます。評価は、「指導の手引き」の「グループ４プロジェ

クト」に関するセクションに記載されているＰＳ評価規準を用いることで行われます。
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「理科」の科目を２つ（または３つ）履修する志願者
「理科」（グループ４）の科目を２つ以上履修する志願者は、「グループ４プロジェク

ト」の２つの「行動」の段階に取り組む必要はありません。これらの志願者は、「グルー

プ４プロジェクト」に取り組む他のすべての志願者と同じ学習を行います。

B4.5.2　モデレーション（評価の適正化）のサンプル

教師は、内部評価に関する一般的な情報について、A8.6 および A8.7 の項を読む必要が

あります。選んだサンプルは、ＩＢＩＳが特定したものでなければなりません。

B4.5.2.1　モデレーション（評価の適正化）の目的
「スポーツ・エクササイズ・健康科学」について、教師はモデレーション（評価の適正

化）用サンプルとなる学習成果物１セットを提出する必要があります。モデレーターは、

学校間で同等の規準を確保するために、この学習成果物を採点します。すべての学校は、

評価用の研究の適切性について評価規準に照らしたフィードバックと、「実習を伴う学習

活動」についてのフィードバックを受け取ります。フォームに記入するモデレーターもま

た、モデレーション（評価の適正化）の対象となるため、学校の採点結果が外部的なＩＢ

の規準にどれくらいよく合致したかについて、フィードバックのフォームを用いてコメン

トすることはできません。

フォーム 4/IASEHS の内部評価チェックリストは、学校がモデレーターに送付するサン

プル学習成果物の一番上に置きます。

サンプルのセットの各志願者については、以下の資材をモデレーターに送付しなければ

なりません。

•	教師と志願者が署名し日付を入れたフォーム 4/PSOWSEHS

•	フォーム 4/PSOWSEHS で目立つように印を付けたレベル（数値）に対応する研究

および教師の指示

•	これには志願者に与えられた口頭の指示も含まれる。

パーソナルスキルと操作スキルに関する証
エビデンス

拠の資料は必要ありません。

例外的な志願者
科目の履修者が少ない学校は、サンプルのセットに例外的な志願者の学習成果物を含め

なければならないかもしれません。教師は、そのような志願者の学習成果物が例外的であ

るとの注記を入れ、どのような難しさや問題があったかを説明するべきです。

モデレーション（評価の適正化）用のサンプル学習成果物の送付
以下のことを確認してください。

•	教師と志願者が署名し日付を入れた、志願者ごとのフォーム 4/PSOWSEHS を同封

した。
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•	各志願者のフォーム 4/PSOWSEHS 上で、評価規準Ｄ、ＤＣＰ、ＣＥそれぞれの上

位２つのレベル（数値）に、はっきりとした印が付けられている。

•	対応する研究と教師の指示シートをモデレーターに送付した。

モデレーターは、教師が与えたレベル（０～６）をチェックするために、この学習成果

物を再度採点します。学校はコピーを残さなければなりません。

B4.5.2.2　内部評価の最終的な採点結果
ＩＢＩＳの内部評価の選択項目に、最終的な得点（48 点満点）を記録します。

サンプルとなる学習成果物を提案する前に
以下のことを確認してください。

•	本ハンドブックの A8.6 および A8.7 の項を読んだ。

•	志願者の内部評価を担当する教師が２人以上いる場合、学校の内部評価を標準化

した。

•	サンプルのセットに、教師と志願者が署名し日付を入れた、志願者ごとのフォー

ム 4/PSOWSEHS を含めた。

•	写真複写された資材は判読可能である（オリジナルの作品成果物をモデレーター

に送るのが理想的）。

•	評価規準Ｄ、ＤＣＰ、ＣＥはすべて少なくとも２回評価された。

•	評価規準Ｄ、ＤＣＰ、ＣＥそれぞれの上位２つのレベルは、各志願者のフォーム

4/PSOWSEHS 上ではっきりと丸を付けるか、チェック印を入れた。

•	「グループ４プロジェクト」のＰＳの得点を各志願者のフォーム 4/PSOWSEHS に

記入した。

•	ＭＳの総括的な得点を各志願者のフォーム 4/PSOWSEHS に記入した。

•	対応する研究と教師の指示シートが明確に特定されている。

•	フォーム 4/IASEHS の内部評価チェックリストに記入し、モデレーターに送られる

サンプル学習成果物の一番上に同封した。

B4.6　内部評価の要件：コンピューター科学
コンピューター科学の内部評価のモデルは、志願者が開発した計算機解で構成されま

す。各志願者はまた、「グループ４プロジェクト」に参加しなければなりません。ＳＬ・

ＨＬともに各志願者は、計算機解に 30 時間、「グループ４プロジェクト」に 10 時間を費

やすことが期待されています。

ＨＬの志願者では、内部評価は合計得点の 20% を占めます。ＳＬの志願者では合計得点

の 30% です。
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ＳＬとＨＬの両方で、内部評価の最終得点は 34 点満点です。ＨＬとＳＬを組み合わせ

たサンプルのセットは、ＩＢによる外部的なモデレーション（評価の適正化）用に送られ

ます。

B4.6.1　内部評価関連の記録

B4.6.1.1　個々の志願者のカバーシート
個々の志願者のカバーシートは、サンプルに選ばれた志願者だけでなく、すべての志願

者について記入する必要があります。これには「グループ４プロジェクト」への取り組み

についての志願者の説明、規準に基づいて教師が計算機解に与える得点、そして教師およ

び志願者による誓約が含まれています。

フォーム 4/ICCSCS には、以下の５つの評価基準で教師が採点した得点が含まれている

べきです。

•	計画（Ａ）

•	解の概要（Ｂ）

•	展開（Ｃ）

•	成果物の機能性と拡張性（Ｄ）

•	評価（Ｅ）

B4.6.1.2　評価
教師は、各科目の「指導の手引き」の内部評価に関するセクションの評価規準を用いて

学習成果物を評価し、モデレーターがそれを再度採点します。

「理科」の科目を２つ（または３つ）履修する志願者
「理科」（グループ４）の科目を２つ以上履修する志願者は、２つの「行動」の段階に取

り組む必要はありません。これらの志願者は、「グループ４プロジェクト」に取り組む他

のすべての志願者と同じ学習を行います。志願者は、すべての 4/ICCS フォームで同様の

志願者誓約を提出するべきです。

B4.6.2　�モデレーション（評価の適正化）用のコンピューター科学
のサンプル

教師は、内部評価に関する一般的な情報について、A8.6 および A8.7 の項を読む必要が

あります。選んだサンプルは、ＩＢＩＳが特定したものでなければなりません。

B4.6.2.1　モデレーション（評価の適正化）用のサンプル学習成果物の送付
コンピューター科学について、教師はモデレーション（評価の適正化）用サンプルとな

る学習成果物１セットを提出しなければなりません。モデレーターは、学校間で同等の規

準を確保するために、この学習成果物を採点します。すべての学校は、内部評価の適切性

について、評価規準に照らしたフィードバックを受け取ります。フォームに記入するモデ
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レーターもまた、モデレーション（評価の適正化）の対象となるため、学校の採点結果が

外部的なＩＢの規準にどれくらいよく合致したかについて、フィードバックのフォームを

用いてコメントすることはできません。

各志願者は、自分の解を学校が提供するＣＤ／ＤＶＤ／ＵＳＢドライブに保存して、

ＺＩＰファイル（テンプレートはＴＳＭで入手可能）を提出することが期待されていま

す。つまり、サンプル志願者が５人の学校は、５つのＣＤ／ＤＶＤ／ＵＳＢドライブをモ

デレーターに送ります。ＺＩＰファイルには、試験セッション番号と志願者の姓を書い

たラベルを明記します。各志願者のＺＩＰファイルのトップレベルには以下が含まれる

べきです。

•	ＨＴＭＬ形式のカバーページ

•	最終成果物を含む「成果物」フォルダー

•	関連する記録を含む「記録」フォルダー

•	成果物の機能を示すビデオ

•	教師と志願者が署名して日付を入れ、ＰＤＦとして記入を完了したフォーム

4/ICCSCS

学校の１人目の志願者（つまり、志願者番号が最も若い人）のＺＩＰファイルには、モ

デレーション（評価の適正化）のサンプルに選ばれた志願者を記載した、ＩＢＩＳの印刷

物をスキャンしたコピーが含まれなければなりません。

各志願者について、教師は、トップレベルのフォルダーに、その得点を与えた説明

をＰＤＦファイルとして加えることが推奨されます。

モデレーターは、教師が評価したレベルをチェックするために、この学習成果物を再度

採点します。学校はコピーを残さなければなりません。

B4.6.2.2　内部評価の最終的な採点結果
ＩＢＩＳの内部評価の選択項目に、最終的な得点（34 点満点）を記録します。

B4.7　コーディネーターの要件の概要
以下は、コーディネーターが、「理科」の教師から提供を受ける必要のあるものの概要

です。

学校内の締切日までに必要な資材

生物、化学、物理	
ＳＬとＨＬを組み合わせて

ＩＢＩＳを通じてＩＢアセスメントセンターに提出
•	各志願者の予測スコアと内部評価の最終的な得点

モデレーターに提出
•	フォーム 4/IA
•	サンプルの各志願者用のフォーム 4/ICCS
•	各クラスと各レベル用のフォーム 4/PSOW
•	サンプルの各志願者について教師が採点した、「個人研究」
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学校内の締切日までに必要な資材

デザイン技術（ＳＬ）	
デザイン技術（ＨＬ）	
（ＳＬおよびＨＬ用の別々
のサンプル）

ＩＢＩＳを通じてＩＢアセスメントセンターに提出
•	各志願者の予測スコアと内部評価の最終的な得点

モデレーターに提出
•	フォーム 4/IADT
•	サンプルの各志願者用のフォーム 4/ICCSDT
•	各クラス用のフォーム 4/PSOWDT
•	サンプルの各志願者について教師が採点した、デザイン

プロジェクト

スポーツ・エクササイズ・
健康科学（ＳＬ）

ＩＢＩＳを通じてＩＢアセスメントセンターに提出
•	各志願者の予測スコアと内部評価の最終的な得点

モデレーターに提出
•	フォーム 4/IASEHS
•	サンプルの各志願者用のフォーム 4/PSOWSEHS
•	フォーム 4/PSOW でそれぞれ目立つように印を付けたレ

ベル（数値）に対応する研究および教師の指示

コンピューター科学	
ＳＬとＨＬを組み合わせて

ＩＢＩＳを通じてＩＢアセスメントセンターに提出
•	各志願者の予測スコアと内部評価の最終的な得点

モデレーターに提出
•	サンプルの各志願者用のフォーム 4/ICCSCS
•	ＺＩＰファイルとして保存された志願者の学習成果物と

記録

B4.8　試験の資材
コーディネーターは、ＩＢＩＳで、ＩＢ資料の『物理資料集』と『化学資料集』、事

例研究、および「コンピューター科学」用のＩＢ資料（英語版）『Approved notation for 

developing pseudocode（擬似コード開発のための承認された表記法）』のマスターコピーを入手で

きます（これらの資料は、試験問題とともにハードコピーとして送付されることはありま

せん）。志願者には、試験において関連する小冊子の、書き込みのされていないコピーを

提供しなければなりません。「物理」の志願者は、試験問題１、２、３にＩＢ資料『物理

資料集』を必要とし、「化学」の志願者は試験問題２と３のみにＩＢ資料『化学資料集』

を必要とします。「コンピューター科学」の志願者は、試験問題１と２でＩＢ資料（英語

版）『Approved notation for developing pseudocode（擬似コード開発のための承認された表記法）』、

ＨＬの試験問題３で事例研究が必要です。
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B5　数学

B5.1　資料
ハンドブックの本項で提供される情報は、適切な「指導の手引き」と併せて読む必要が

あります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料（英語版）『Mathematical studies SL guide（「数学ス

タディーズＳＬ」指導の手引き）』
2012 年３月

ＩＢ資料（英語版）『Mathematical studies SL formula 
booklet（数学公式集――数学スタディーズＳＬ）』

2012 年３月に発行、2015 年に更
新改訂（バージョン２)

ＩＢ資料（英語版）『Mathematical studies SL teacher 
support material（「数学スタディーズＳＬ」教師用参考資料）』

2012 年３月に発行、2015 年１月
に更新改訂

ＩＢ資料（英語版）『Mathematical studies SL GDC teacher 
support material（「数学スタディーズＳＬ」グラフ電卓に関す

る教師用参考資料）』

2005 年５月

ＩＢ資料『「数学ＳＬ」指導の手引き』 2012 年３月

ＩＢ資料『数学公式集――数学ＳＬ』 2012 年３月に発行、2015 年に更
新改訂（バージョン２）

ＩＢ資料『「数学ＳＬ・数学ＨＬ」教師用参考資料』 2012 年５月に発行、2015 年１月
に更新改訂

ＩＢ資料（英語版）『Mathematics HL/SL GDC teacher 
support material（「数学ＨＬ／ＳＬ」グラフ電卓に関する教師

用参考資料）』

2005 年５月

IB 資料『「数学ＨＬ」指導の手引き』 2012 年 6 月

ＩＢ資料『数学公式集――数学ＨＬ・発展数学ＨＬ』 2012 年９月に発行、2015 年に更
新改訂（バージョン２）

ＩＢ資料（英語版）『Further mathematics HL guide（「発展

数学ＨＬ」指導の手引き）』
2012 年６月

B　教科

B5　グループ５「数学」
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B5.2　�最終締切日の概要：	
2016 年５月と 11月の試験セッション

行動 提出先 最終締切日 方法／フォーム

「数学」の各科目について、
予測スコアと内部評価の採
点結果を提出

ＩＢアセスメント
センター

2016 年４月 10 日／
2016 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳ

「数学」の各科目について、
内部評価のサンプルとなる
学習成果物を提出

モデレーター 2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

フォーム 5/EXCS	
フォーム 5/PJCS

B5.3　「数学公式集」
各科目のＩＢ資料「公式集」（2012 年に発行、2015 年に更新改訂）のマスターコピーは

ＩＢＩＳで入手できます。「公式集」は、志願者がグループ５のすべての数学コースと試

験で使用します。５月／ 11 月の試験では書き込みのされていないコピーが用意されてい

なければなりません。

B5.4　内部評価
内部評価は、コースの間に志願者が完成した学習成果物に基づいて行われ、「発展数学

ＨＬ」を除く「数学」のすべての科目の要件です。合計得点のうち、20% がこの評
コンポーネント

価要素

に割り当てられます。志願者の成果物のサンプル提出を受けることで、ＩＢは、学校にわ

たる共通の規準を得るために、教師による採点結果のモデレーション（評価の適正化）を

行うことができます。サンプルは、最終的な評価の後、利用可能な学習成果物から選ばれ

ます。

B5.5　科目特有の情報

B5.5.1　数学スタディーズＳＬ : プロジェクト

内部評価の要件
「数学スタディーズＳＬ」の評価用に提出されたプロジェクトは、コースのねらいと目

的に関連する７つの評価規準に照らしてそれぞれ評価されます。これらの評価規準は、各

レベルの「レベルの説明（descriptor）」とともに、ＩＢ資料（英語版）『Mathematical studies 

SL guide（「数学スタディーズＳＬ」指導の手引き）』に記載されています。



B　教科

ＤＰ手順ハンドブック 2016 年版 75

モデレーション（評価の適正化）のサンプル
モデレーション（評価の適正化）のためのサンプルの「プロジェクト」は、ＩＢＩＳが

特定したものでなければなりません。各サンプルの「プロジェクト」について、カバー

シートのフォーム 5/PJCS に記入します。

学校内に科目担当教師が２人以上いる場合は、各志願者の最終的な得点を決定する前

に、評価規準について合意しなければなりません。すなわち、学校の内部評価を標準化す

る必要があります。

学校内の締切日までに、以下のものをコーディネーターに提出してください。

•	内部評価の採点結果（および予測スコア）

•	教師と志願者が署名し日付を入れた、個々のプロジェクトのカバーシートの

フォーム 5/PJCS

•	サンプルの「プロジェクト」（コピーではなく原本）

「プロジェクト」のコピーを残しておくことが推奨されています。

B5.5.2　数学ＨＬ・数学ＳＬ :「探究」

「数学ＨＬ・数学ＳＬ」の評価用に提出された「探究（explorations）」は、コースのねら

いと目的に関連する５つの評価規準にそれぞれ評価されます。これらの評価規準は、各レ

ベルの「レベルの説明（descriptor）」とともに、対応する「指導の手引き」に記載されて

います。注意すべきことは、評価規準のうちの４つは２つのコースで同じですが、５つ目

（数学の活用）が異なることです。

モデレーション（評価の適正化）のサンプル
サンプルとなる「探究」は、ＩＢＩＳが特定したものでなければなりません。各志願者

について、「探究」のカバーシートフォーム 5/EXCS に記入します。

学校内に科目担当教師が２人以上いる場合は、各志願者の最終的な得点を決定する前

に、評価規準について合意しなければなりません。すなわち、学校の内部評価を標準化す

る必要があります。

学校内の締切日までに、以下のものをコーディネーターに提出してください。

•	内部評価の採点結果（および予測スコア）

•	教師と志願者が署名し日付を入れた、記入済みの「探究」のカバーシートフォー

ム 5/EXCS

•	サンプル「数学探究」（コピーではなく原本）

「数学探究」のコピーを残しておくことが推奨されています。
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B7.1　現行の「指導の手引き」
ハンドブックの本項で提供される情報は、ＩＢ資料『「課題論文」（ＥＥ）指導の手引

き』およびＩＢ資料（英語版）『Diploma Programme Coordinator’s notes（ディプロマプログラ

ム・コーディネーターの覚書き）』と併せて読む必要があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「課題論文」（ＥＥ）指導の手引き』 2010 年 12 月（2013 年５月第１回試験用）

B7.2　最終締切日の概要

行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

評価用「課題論
文」（ＥＥ）の
提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢＩＳに
記載された
住所

2016 年３月 15 日／
2016 年９月 15日

志願者チェックリ
ストと記入済みの
カバーシート

予測スコアの
提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 10 日／
2016 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳ

B7.3　規則

2016 年５月と 11月

以下の規則は取り消されました。

•	「言語Ａ：文学」の「学校のサポートの下で行われる自己学習」コースの志願者

は、その言語で「課題論文」（ＥＥ）に登録することができない。

•	６カ月に再履を受ける志願者は、同じ科目に登録しなければならないという制限

以下の規則が適用されます。

•	ディプロマ、コース、または再試験のカテゴリーで登録した志願者のみが、「課題

論文」（ＥＥ）を提出できます。

•	「課題論文」（ＥＥ）の評価を高くしたいと望む再試験の志願者は、修正した、ま

たは新しい「課題論文」（ＥＥ）を提出することができます。

B　教科

B7　「課題論文」（ＥＥ）
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•	ＩＢ資格取得志願者の登録が、「課題論文」（ＥＥ）の要件で「履修取り消し

（Withdrawn）」に変更された場合、志願者が他の科目の履修を取り消されたかどう

かにかかわらず、カテゴリーがディプロマからコースに変更されます。

•	「課題論文」（ＥＥ）について登録されていない科目や使用言語で提出された、評

価用の「課題論文」（ＥＥ）は、評価されない場合があります。

•	「課題論文」（ＥＥ）を提出する各志願者が、志願者が選んだ科目において適切な

資格や経験をもつ学校の教師によって監督されることを保証するのは、学校の責

任です。志願者は、１人の指導教員（supervisor）が担当する必要があります。志

願者の親類が指導教員の役割を引き受けることは認められていません。

•	教師の監督下で「課題論文」を準備する時間の合計は５時間を超えてはいけません。

•	すべての指導教員は、ディプロマプログラムの「課題論文」（ＥＥ）の要件と、

「課題論文」（ＥＥ）の準備および執筆に関して志願者を指導する責任に精通して

いなければなりません。指導教員とＩＢ資格取得志願者ともに、ＩＢ資料『「課題

論文」（ＥＥ）指導の手引き』（2010 年 12 月刊行）の関連セクションにアクセスで

きることが必要です。

•	例外的な状況では、「課題論文」（ＥＥ）を完成する志願者が、学校外の専門家か

ら指導を受けるかもしれませんが（例えば、「理科」や「言語」で）、いかなる場

合も、志願者は、その学校の教師で、その志願者を担当する指導教員がつかなけ

ればなりません。この学校の指導教員は、「課題論文」（ＥＥ）の執筆について一

般的なアドバイスを与えることが可能でなければならず、また、志願者の成果物

が、本当に生徒本人が取り組んだものであることを確認する必要があります。学

校外の指導監督者による指導が提供された場合、指導教員は、「課題論文」（ＥＥ）

についてコメントするカバーシートの中でこの事実に言及し、どのような指導が

どの程度の時間提供されたのかについての情報を含めなければなりません。

•	「課題論文」（ＥＥ）は、当該試験セッション用として「課題論文」（ＥＥ）に利用

可能なディプロマプログラムの科目の１つで提出し、評価規準を満たさなければ

なりません（科目の利用可能性のリストは、５月と 11 月の試験セッションで異な

ります）。「課題論文」（ＥＥ）を提出できる科目のリストは B7.4 の項に記載され

ています。

•	志願者は、その志願者の６つのディプロマ科目の１つとして選択し、コーディ

ネーターの承認を受けた科目については、「課題論文」（ＥＥ）を提出する必要は

ありません。しかし、志願者が親しんだ科目の本質と内容に従って執筆できるよ

う、志願者のディプロマ科目の 1つからこれを選択することが奨励されています。

•	グループ１またはグループ２の科目の「課題論文」（ＥＥ）は、選択した言語で

執筆する必要があります。グループ３からグループ６までの科目の「課題論文」

（ＥＥ）はすべて、英語、フランス語、またはスペイン語で執筆します。しかし、

「歴史」と「生物」については例外が認められており、ドイツ語で書くことができ

ます。
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•	「課題論文」（ＥＥ）または「知の理論」（ＴＯＫ）の成績がＥである場合は、ＩＢ

資格は授与されません。ＩＢ資格を得るには、これらの要件の両方で少なくとも

Ｄの評価を受ける必要があります。

B7.4　科目の利用可能性
『「課題論文」（ＥＥ）指導の手引き』の記述から、指導教員は、トピックの選択に関し

て生徒と話し合い、特に、的を絞った研究課題を組み立てる際の手助けをすることが求め

られます。ＩＢは、志願者がトピックを選択する登録科目や、研究課題の提案についてア

ドバイスは行いません。

B7.4.1　グループ１

グループ１の「課題論文」（ＥＥ）は、最も得意とする言語が、「課題論文」（ＥＥ）に

選択した「言語Ａ」である志願者向きです。志願者は、「課題論文」がどのカテゴリーに

関連するかをカバーシートに示さなければなりません（カテゴリー１、カテゴリー２、ま

たはカテゴリー３）。

志願者がグループ１の「課題論文」（ＥＥ）を選択する場合は、関係する試験セッショ

ンの利用可能な「言語Ａ：文学」または「言語Ａ：言語と文学」のリストから選ばなけれ

ばなりません。学校が記述試験の 18 カ月前に「言語Ａ：文学」の科目に対して特別申請

を提出し、これが指導科目として認定された場合、その学校の志願者は、その「言語Ａ」

の「課題論文」（ＥＥ）を、グループ１の「課題論文」（ＥＥ）として登録することが自動

的に認められます。そのため、ＩＢＩＳを通じて「課題論文」（ＥＥ）の特別申請フォー

ムを別に提出する必要はありません。

学校が特別申請を提出していない「言語Ａ：文学」の科目の「課題論文」（ＥＥ）の提

出を希望する志願者が学校にいる場合は、ＩＢＩＳを通じて、「科目（Subject）」タブから

「事前通知要件（Advance notice requirements）」を開いて適切なフォームを提出することが

必要です。ＩＢアセスメントセンターは、この記入されたフォームを受け取り次第、関係

するグループ１の言語で「課題論文」（ＥＥ）を提出できるかどうかを決定します。この

決定は、その言語について別の学校から特別申請がなされているかどうか、またその言語

を担当する試験官が「課題論文」（ＥＥ）の採点が可能であるかどうかに基づいて下され

ます。ＩＢは、志願者が「特別リクエスト言語」で「課題論文」（ＥＥ）を提出できるこ

とを保証できません。そのため、志願者は、「課題論文」（ＥＥ）の代替の科目を考えるこ

とが奨励されています。
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B7.4.2　グループ２

グループ２の言語の「課題論文」（ＥＥ）は、第二言語または付加言語の学習者向きで

す。志願者は、自分が選んだグループ１の科目の「言語Ａ」で、グループ２の「課題論

文」（ＥＥ）を提出することは認められません。志願者は、「課題論文」がどのカテゴリー

に関連するかをカバーシートに示さなければなりません（カテゴリー１、カテゴリー２、

またはカテゴリー３）。

グループ２の「課題論文」（ＥＥ）で使用可能な言語のリストは、５月と 11 月の試験

セッションで使用可能な「言語Ｂ」および「初級外国語」（ab intio）を合わせたリストと

一致します。グループ２の言語には、特別申請のサービスはありません。

５月か 11 月の試験セッション用に、試験での使用言語として、英語またはスペイン語

の中で古典ギリシャ語または古典ラテン語を使うことは可能です。志願者が、古典ギリ

シャ語またはラテン語についての「課題論文」（ＥＥ）をフランス語で執筆したいと希望

する場合は、コーディネーターは筆記試験の 18 カ月前にあたる 11 月 15 日／５月 15 日ま

でに、ＩＢから許可を得なければなりません。特別申請として許可を求めるためのオプ

ションは、ＩＢＩＳで利用可能です。

B7.4.3　グループ３からグループ６

以下の表に掲載されたすべての科目については、2016 年と 2017 年の試験セッション

で、英語、フランス語、スペイン語で「課題論文」（ＥＥ）を執筆することができます。

「生物」と「歴史」は、英語、フランス語、スペイン語、ドイツ語で書くことができます。

生物	
ビジネスと経営	
化学	
コンピューター科学	
ダンス	
デザイン技術	
経済	
環境システムと社会	
映画	
地理	
歴史	
人権	
グローバル社会の情報技術	
文学とパフォーマンス

数学	
音楽	
平和紛争解決学	
哲学	
物理	
政治	
心理学	
社会・文化人類学	
スポーツ・エクササイズ・健康科学	
演劇	
美術	
世界の宗教	
ワールドスタディーズ

B7.4.4　ワールドスタディーズ

ワールドスタディーズは、英語、フランス語、スペイン語の「課題論文」（ＥＥ）の科

目として利用可能です。志願者をワールドスタディーズの「課題論文」（ＥＥ）に登録す

る場合は、志願者が選んだグローバルなテーマを示してください。テーマは以下のとおり

です。
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1.	 科学、技術、社会

2.	 文化、言語、アイデンティティー

3.	 紛争、平和、安全

4.	 平等と不平等

5.	 健康と発達

6.	 環境または経済の持続性

登録の時点で、志願者は、「課題論文」が根拠とするものを最もよく反映するグローバ

ルなテーマを決定する必要があります。また、テーマは研究課題とともに、カバーシート

の前の方で述べられるべきです。

コーディネーターは、「計画および進捗についての振り返り（Reflections on Planning 

and Progress）」フォームを使用するよう奨励されており、これはＯＣＣの「課題論文」

（ＥＥ）のページで入手可能です。このフォームは、「課題論文」（ＥＥ）の指導監督プロ

セスをサポートするために、2014 年に学校が利用可能になりました。コーディネーター

はこのプロセスを実施するよう奨励されており、これは 2018 年５月の試験セッションか

ら必須となります。この記録プロセスによって、明らかに、新しい評価規準に取り組むこ

とになり、新しい評価規準が既存の「総体的評価（holistic judgment）」の規準（規準Ｋ）

に置き代わって、試験官に評価されるようになるでしょう。

B7.4.5　科目の変更

志願者が、登録された科目または使用言語でない、科目または使用言語による「課題論

文」（ＥＥ）を提出する場合は、メールでＩＢアンサー（IB Answers）に連絡し、アドバ

イスを求めてください。ＩＢＩＳの試験官の通知の画面で適切な試験官がいると思える場

合でも、「新しい」科目／使用言語による「課題論文」（ＥＥ）を試験官に送らないでくだ

さい。

B7.5　「課題論文」（ＥＥ）カバーシートの記入
すべての「課題論文」（ＥＥ）は、志願者と志願者の指導教員が記入し署名したカバー

シートとともに、試験官に提出しなければなりません。志願者または指導教員のどちらか

が「課題論文」（ＥＥ）カバーシートに署名をしていない場合は、論文は受領されず、学

校に返却される可能性があります。

志願者と指導教員はともに、「課題論文」（ＥＥ）と同じ言語でカバーシートに記入しな

ければなりません。これにはグループ１とグループ２の「課題論文」（ＥＥ）用のすべて

の言語が含まれます。
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志願者が提出する「課題論文」は、ページを容易に抜き出したり、写真複写できるよ

うに、ＩＢの「課題論文」（ＥＥ）用のカバーシートの中に確実に納めなければなりませ

ん。その際は、ＩＢの「課題論文」（ＥＥ）のカバーシートを使用する必要があり、他

のカバーシートは受理できません（例えば革表紙など）。多くの志願者が、「課題論文」

（ＥＥ）の提出を誇りに感じるであろうことは理解できますが、「課題論文」（ＥＥ）の製

本に対して追加点を与えることはありません。

志願者は、該当する場合は、提出する「課題論文」のカテゴリーを示さなければなりま

せん（グループ１、グループ２、およびワールドスタディーズのテーマ）。

B7.6　「課題論文」（ＥＥ）の提出

B7.6.1　「課題論文」（ＥＥ）の電子形式での提出

ＩＢは、「課題論文」（ＥＥ）を含む、志願者によるすべてのコースワークのオンライ

ンでの提出をめざして努力しています。その結果、2016 年 11 月以降は、学校が「課題論

文」（ＥＥ）をアップロードすることが要件となるでしょう。

B7.6.2　試験官の通知

「課題論文」（ＥＥ）を担当する試験官の通知は、筆記試験の約２カ月前にあたる２月

20 日／８月 20日までに、ＩＢＩＳで発表されます。試験官の通知には、各科目の「課題

論文」（ＥＥ）の採点のために学校に割り当てられた各試験官の名前と住所が記載されて

います（２つ以上の使用言語で「課題論文」（ＥＥ）を提出している場合は、１つの科目

に２人以上の試験官が割り当てられることがあります）。

B7.6.3　「課題論文」（ＥＥ）を提出できない志願者

チェックリスト（または名簿）は、ＩＢＩＳの志願者登録のメニューで入手可能です。

「課題論文」（ＥＥ）の各科目と使用言語について、チェックリストを印刷してください。

「課題論文」（ＥＥ）を提出していないすべての志願者については、理由にかかわらず、そ

の志願者の名前に対応するボックスに×印を入れてください。このチェックリストは、関

係する科目の試験官に送付する「課題論文」（ＥＥ）の一式に含めます。

B7.6.4　試験官への「課題論文」（ＥＥ）の送付

それぞれの「課題論文」（ＥＥ）（カバーシートの中に入れたもの）は、３月 15 日／

９月 15 日までに到着するように試験官に送ってください。可能であれば、「課題論文」

（ＥＥ）は、試験官の通知を受け取った直後に、宅配業者を使用して送付します。それに

より、試験官は、締切日のかなり前に「課題論文」（ＥＥ）を受け取ることができます。

すべての志願者が「課題論文」（ＥＥ）を提出した場合でも、上の B7.6.3 の項で言及し

たチェックリストを同封してください。
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コーディネーターは、「課題論文」（ＥＥ）が送付の途中に紛失したときのために、それ

ぞれの「課題論文」（ＥＥ）のコピーを少なくとも 1部残しておかなければなりません。

B7.7　予測スコアの提出
コーディネーターは、各志願者の「課題論文」（ＥＥ）の予測スコアを提出する必要

があります。これらのスコアは、筆記試験の約３週間前の４月 10日／ 10月 10日までに

ＩＢＩＳ上で入力します。「課題論文」（ＥＥ）の成績は、ＡからＥまでで、Ａが最高です。
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B8.1　現行の「指導の手引き」
ハンドブックの本項で提供される情報は、ＩＢ資料『知の理論（ＴＯＫ）指導の手引

き』と併せて読む必要があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『知の理論（ＴＯＫ）指導の手引き』 2013 年４月

B8.2　最終締切日の概要

行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

評価用の「知の
理論」の所定課
題エッセイ
（ＴＯＫエッセ
イ）のアップ
ロード

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年３月 15 日／
2016 年９月 15日

ＩＢＩＳ

計画および進捗
フォーム（TK/
PPF）の提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年３月 15 日／
2016 年９月 15日

宅配業者または
メール TK-PPF@
ibo.org で

知の理論
（ＴＯＫ）の予測
スコアおよびプ
レゼンテーショ
ンの採点結果の
提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 10 日／
2016 年 10 月 10 日

ＩＢＩＳ

サンプルプレゼ
ンテーションの
計画の記録（TK/
PPD）

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年４月 20 日／
2016 年 10 月 20 日

フォーム TK/PPD

Ｂ　教科

B8　知の理論（ＴＯＫ）
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B8.3　規則

B8.3.1　2016 年５月と 11月

•	すべてのＩＢ資格取得志願者は、1600 語以内の「エッセイ」（小論文）を、当該試

験セッション用に出題される６つの所定課題のうちの１つについて執筆し、提出

しなければなりません。

•	ディプロマ、コース、または再試験のカテゴリーで登録した志願者のみが、知の

理論（ＴＯＫ）に登録することができます。コースの志願者は、１回の試験セッ

ションで、知の理論（ＴＯＫ）に２回以上登録することはできません。

•	知の理論（ＴＯＫ）の評価を高くしたいと望む、再試験の志願者は、プレゼン

テーションの点数を持ち越すか、新しいプレゼンテーションを行うことができま

す。

•	知の理論（ＴＯＫ）の評価を高くしたいと望む、再試験の志願者は、当該試験

セッション用の所定課題に基づいたＴＯＫエッセイを提出しなければなりません。

•	ＩＢ資格取得志願者が、知の理論（ＴＯＫ）の履修を取り消した場合は、他のす

べての科目の履修を取り消していなくても、カテゴリーがディプロマからコース

に変更されます。

•	「課題論文」（ＥＥ）または「知の理論」（ＴＯＫ）の成績がＥである場合は、ＩＢ

資格は授与されません。ＩＢ資格を得るには、これらの要件の両方で少なくとも

Ｄの評価を受ける必要があります。

B8.4　知の理論（ＴＯＫ）の使用言語
５月と 11 月の試験セッションにおける知の理論（ＴＯＫ）の志願者は、使用言語とし

て英語、スペイン語、フランス語、ドイツ語、中国語（繁体字と簡体字）を利用できま

す。認定された使用言語のいずれかで、知の理論（ＴＯＫ）に登録する場合は、ＩＢによ

る事前の承認は必要ありません。

B8.5　外部評価：所定課題エッセイ（ＴＯＫエッセイ）

B8.5.1　トピックの選択

それぞれの試験セッション向けに、６つの所定課題が出題されます。所定課題は、５月

の試験セッション向けには前年の９月１日（例えば、2016 年５月の試験セッション用は

2015 年９月１日）、11 月の試験セッション向けには同年の３月１日（例えば、2016 年 11

月の試験セッション用は 2016 年３月１日）に発表されます。

所定課題は、ＯＣＣの知の理論（ＴＯＫ）のセクションで入手できます。
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所定課題についてのエッセイは、提示された題に照らして評価されるため、志願者は題

を変更することができません。

ＴＯＫの６つの所定課題の新しいセットは、それぞれの試験セッション用に発表されま

す。すべての志願者（再試験を受ける生徒を含む）は、適切な試験セッション用の題に対

応して「ＴＯＫエッセイ」を執筆しなければなりません。正しい所定課題の１つに従って

書かれていないエッセイは、自動的に０点となります。2015 年５月以降、新しいディプ

ロマプログラム要件の実施に伴い、ＴＯＫの評価がＥの志願者は、全体の得点に関係な

く、ＩＢ資格は授与されません。各志願者が、必ず試験セッション用の正しい所定課題の

１つに従ってエッセイを執筆するよう促すのは、学校の責任です。

志願者は、「ＴＯＫエッセイ」の評価に使用される評価規準について知っていなければ

なりません。

志願者は「ＴＯＫエッセイ」のどの部分にも、以下のものを挿入することはできません。

•	イラストや画像（エッセイの内容を裏づけるのに不可欠である場合を除く）

•	名前（例えば、自分自身の名前、または学校や教師の名前）

•	志願者セッション番号や個人コード

•	学校のロゴ

B8.5.2　所定課題エッセイの提出

「ＴＯＫエッセイ」はすべて、ハードコピーとして試験官に送るのではなく、アップ

ロードしなければなりません。

各試験セッションについては、ＩＢＩＳ上の新しい記事で、エッセイのアップロードを

開始できる１月／７月の日付が発表されます。アップロードを終了する締切日は、筆記試

験の約 2カ月前にあたる３月 15日／９月 15日です。

B8.6　内部評価：プレゼンテーション
教師の関与は、ディプロマプログラムの評価プロセスの重要な要素です。この関与に

は、各志願者による「ＴＯＫプレゼンテーション」の採点結果の提出が含まれます。教師

は、ＩＢ資料『知の理論（ＴＯＫ）指導の手引き』の評価規準に従って、各プレゼンテー

ションを評価しなければなりません。評価規準のコピーを志願者が入手できるようにする

べきです。評価は学習成果物に基づいて行い、成果物または参加が不完全であっても、採

点しなければなりません。

B8.6.1　要件

各志願者は、コースの間に、個人または最大３人のグループで、クラスに対する口述プ

レゼンテーションを行わなければなりません。所要時間は約 10 分間とし、グループの場

合は最長で約 30 分間とします。プレゼンテーションを行う前に、各志願者は、プレゼン

テーション計画書 TK/PPD の志願者のセクションに記入しなければなりません。グループ
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プレゼンテーションの場合、各志願者は、同一の TK/PPD のコピーを提出する必要があり

ます。

B8.6.2　フォーム TK/PPD の記入

プレゼンテーションは、TK/PPD をガイドとして使用し、知の理論（ＴＯＫ）の教師に

よって評価されます。教師は TK/PPD に記入し完成します。2015 年５月以降、すべての

学校は、４月 20 日／ 10 月 20 日までにＩＢＩＳで TK/PPD のサンプルを提出することが

必要になります。この提出に関する詳細は、ＩＢＩＳで新しい記事として掲載されます。

B8.6.3　プレゼンテーションの採点結果の提出

４月 10日／ 10 月 10 日までに、各志願者のプレゼンテーションの教師による総合的な

得点をＩＢＩＳで入力しなければなりません。

志願者が、知の理論（ＴＯＫ）のプレゼンテーションを行うことができなかった場合

は、ＩＢＩＳで内部評価の採点結果を入力する際に「Ｆ」とします。

B8.6.4　内部評価のモデレーション（評価の適正化）

教師によるプレゼンテーションの採点結果は、モデレーション（評価の適正化）の対象

となります。モデレーションは、アップロードされた TK/PPD からサンプルを抽出して行

われます。このプロセスの目的は、教師の下した採点が TK/PPD の内容に見合ったものに

なっているかどうかを判断することにあります。

学校から提出されるサンプルの TK/PPD は、ＩＢＩＳが特定したものでなければなりま

せん。サンプルはＩＢＩＳを通じてアップロードします。

学校内に知の理論（ＴＯＫ）の担当教師が２人以上いる場合は、各志願者の最終得点を

決定する前に、規準について合意しなければなりません。すなわち、学校の内部評価を標

準化する必要があります。

B8.6.5　プレゼンテーションの録画

毎回の試験セッションで、一部の学校に対し、プレゼンテーションの一部または全部を

録画することが義務づけられる場合があります。学校は、以下の理由から選ばれる可能性

があります。

•	無作為。計画とパフォーマンスの間の関係を調べるのが目的

•	生徒が優れたプレゼンテーションを行っており、校長などの管理職や教師を対象

とした研修の目的で使える可能性があるため

•	異例と思われる結果が見られたため（例えば、前回の試験セッションで、プレゼ

ンテーションの得点とエッセイの得点の間に通常ではない相関性が見られるなど）
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要請がない限り、学校がプレゼンテーションを録画する必要はありません。ただし、複

数の教師が評価にあたる場合に学校の内部評価を標準化するという目的で、録画が有益な

場合があります。

B8.7　予測スコアの提出
コーディネーターは、プレゼンテーションとエッセイを組み合わせたパフォーマンスに

基づいて、各志願者の予測スコアを提出する必要があります。これらのスコアは４月 10

日／ 10 月 10 日までにＩＢＩＳ上で入力します。
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B9.1　現行の「指導の手引き」
ハンドブックの本項で提供される情報は、ＩＢ資料『「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）

指導の手引き』と併せて読む必要があります。

2016 年５月と 11月の試験セッション

資料名 発行日

ＩＢ資料『「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）指導の手引き』 2008 年３月

B9.2　最終締切日の概要

行動 セッション 提出先 最終締切日 方法／フォーム

新しい学校のみ：
ＣＡＳプログラム完
了フォームの提出

2016 年５月／
2016 年 11 月

地域事務所 2016 年６月１日／
2016 年 12 月１日

ＩＢＩＳ

個々の志願者が
ＣＡＳを完了したか
どうかをＩＢに通知

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年６月１日／
2016 年 12 月１日

ＩＢＩＳ

個々の志願者が
ＣＡＳを完了したこ
とをＩＢに通知する
最終日

2016 年５月／
2016 年 11 月

ＩＢアセス
メントセン
ター

2016 年６月１日／
2016 年 12 月１日

ＩＢＩＳ

B9.3　規則

B9.3.1　2016 年５月と 11月

•	学校は、合意したＣＡＳのねらいを満たし、ＩＢの認定を受けた活動／プロジェ

クトのプログラムを提供しなければなりません（ＣＡＳプログラムの設計、プロ

グラムの提出、および志願者の評価に関する詳細は、ＩＢ資料『「創造性・活動・

奉仕」（ＣＡＳ）指導の手引き』に記載されています）。

B　教科

B9　創造性・活動・奉仕（ＣＡＳ）
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•	すべてのＩＢ資格取得志願者は、「創造性・活動・奉仕」として知られる活動／プ

ロジェクトのプログラムに取り組む必要があります。ＣＡＳの要件が満たされな

い場合はＩＢ資格が授与されません。

•	ＣＡＳは現在、ＩＢ資格取得志願者に加えて、単科履修（コース）志願者 (DP 

Course Candidates) も履修できます。

•	志願者は、試験セッションにおいて２つ以上のＣＡＳプログラムに登録すること

ができません。

•	志願者は、成績発表の後、ＣＡＳの要件を完了するために最長１年まで活動期間

を延長することができます。

B9.4　ＣＡＳプログラムの承認
新たに認定された学校がＣＡＳプログラムのアンケート（フォームＣＡＳ／ＰＱ）に

記入して地域事務所にそれを提出し、承認を得る必要はなくなりました。そのため、この

フォームはハンドブックから除かれました。新しい学校認定プロセスに組み込まれていま

す。したがって、ＣＡＳの実施については５年ごとに評価されます。

B9.5　ＣＡＳのサンプリング
毎年、地域事務所は、何校かの学校に対し、３人のＩＢ資格取得志願者のＣＡＳ記録の

無作為標本を提出するように求めます。ＣＡＳのサンプリングのために選ばれた学校は、

ウェブプラットホームを通じてオンラインでＣＡＳ記録を提出します。学校が、サンプル

志願者のＣＡＳの記録を、定期的なモニタリングプロセスの一部として地域事務所に提出

するように求められた場合、必要となる記録は以下のとおりです。

•	「ＣＡＳ進捗フォーム」[ ＩＢ資料『「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）指導の手引

き』「付録」の見本Ａを参照 ]

•	ＣＡＳの個々の志願者の「完了フォーム」[ Ｂ資料『「創造性・活動・奉仕」

（ＣＡＳ）指導の手引き』「付録」の見本Ｂを参照 ]

•	志願者の進行中の記録のサンプル（最多で 10 ページ）

•	これらのサンプルページ（これは例えば、ジャーナルページ、電子ログの印刷、

ウェブサイトへの参照、ブログサイト、ビデオや録画されたインタビューへのリ

ンクなどが可能です）には、取り組んでいる主要な活動のリストと、「計画」およ

び「振り返り」の証
エビデンス

拠が示されている必要があります。いくつかの活動について、

何が、なぜ、どのようにして起こり、その価値は何で、そこから志願者が何を学

んだかについて、読む人がわかるようなものである必要があります。

オンラインのＣＡＳマネジメントシステムを利用している学校は、オンラインＣＡＳマ

ネジメントシステムで生徒の記録にアクセスするための許可をＩＢに与える手紙を、ＩＢ

地域事務所に提出しなければなりません。手紙のテンプレートは、オンラインＣＡＳマネ
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ジメントシステムの提供者から提供されるべきです。学校が詳細を知りたい場合は、各地

域事務所に連絡する必要があります。

コーディネーターは、提出したサンプルに関して質問があった場合に備え、裏づけとな

る他の資料を 12 月 30 日／６月 30 日まで保管しておく必要があります。定期モニタリン

グ、またはＩＢが認定後５年ごとに実施する公式の評価プロセスの一部として、グローバ

ルセンターが個々の志願者の記録一式を見ることを要求する場合もあります。

B9.6　ＣＡＳのモニタリング
地域ディレクターまたは正式の代表者は、モニタリングプロセスの一貫として、いつで

も学校を訪問したり、ＣＡＳ記録を見ることを要求することができます。これは、地域事

務所が率先して行う場合もあれば、学校による要請に従って行う場合もあります。学校

は、ＣＡＳの記録を集中的に保管しなければなりません。これらの記録は、学校の試験

セッションの後６カ月間は、地域事務所の要請に応じて利用できる状態にしておく必要が

あります。

B9.7　ＣＡＳプログラムの評価と記入
学校は、ＩＢ資料『「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）指導の手引き』に記載されたパ

フォーマンスの規準に従って、志願者のＣＡＳ活動とパフォーマンスを評価する責任

があります。コーディネーターは、ディプロマの学年の６月１日／ 12 月１日までに、

ＩＢＩＳ上で適切な電子的フォームに記入することで、志願者がＣＡＳプログラムを完了

したかどうかをＩＢオフィスに通知しなければなりません。

ディプロマまたはコースの学年の６月１日／ 12 月１日までにＣＡＳの要件を完了でき

ない志願者は、ＣＡＳの完了のために、さらに 1年間だけ猶予が認められています。この

追加の年は、成績発表の 11 カ月後、６月１日／ 12 月１日に期限が切れます。この 1 年の

猶予期間は、ＣＡＳに再試験のカテゴリーがないために設定されているものです。


